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ご注意 

•本製品の仕様および価格は、製品の改良等により予告なしに変更する場合があります。 

參このマニュアルの著作権は、エレコム株式会社が所有しています。 

•このマニュアルの内容の一部または全部を無断で複製/転載することを禁止させていた 
だきます。 

參このマニュアルの内容に関しては、製品の改良のため予告なしに変更する場合があります。 

參このマニュアルの内容に関しましては、万全を期しておりますが、万一ご不審な点がご 
ざいましたら、弊社ラニード•サボートセンターまでご連絡ください。 

•本製品のうち、戦略物資または役務に該当するものの輸出にあたっては、外国為替法に 
基づく輸出または役務取弓 I 許可が必要です。 

•本製品は日本国内での使用を前提に製造されています。日本国外での使用による結果に 
ついて弊社は一切の責任を負いません。また、本製品について海外での保守、サボート 
はおこなっておりません。 

籲 Microsoft 、 Windows は米国 Microsoft Corporation の登録商標です。そのほか、こ 
のマニュアルに掲載されている商品名/社名などは、一般に各社の商標ならびに登録商 
標です。本文中における®および™は省略させていただきました。 


11 Mbps 無線 LAN PC カード 


LD-WL1 1/PCC 

User's Manual 

ユーザーズマニュアル 


■ はじめに ■ 


この度は、弊社ラニードの11 Mbps 無線 LAN PC 力ード’' LD - WL 1 1/ PCC ” をお買 
い上げいただき誠にありがとうございます。このマニュアルには、 " LD - WL 1 1/ 
PCC " をコンピュータに導入するにあたっての手順が説明されています。また、お 
客様が" LD - WL 1 1 / PCC " を安全に扱っていただくための注意事項が記載されてい 
ます。導入作業を始める前に、必ずこのマニュアルをお読みになり、安全に導入作 
業をおこなって製品を使用するようにしてください。なお、このマニュアルでは 
一部の表記を除いて” LD - WL 1 1/ PCC " を「本製品」と表記しています。 


[このマニュアルは、製品の導入後も大切に保管しておいてください 。I 


#このマニュアルで使われている記号1 


記号 

意 味 


，注!意 


作業上および操作上で特に注意していただきたいことを説明していま 
す。この注意事項を守らないと、けがや故障、火災などの原因になるこ 
とがあります。注意してください。 




説明の補足事項や知っておくと便利なことを説明しています。 

. 凶’ ^ 

キーボー ド上の キーを 表わします。 
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安全にお使いいただ < ために 

けがや故障、火災などを防ぐために、ここで説明している注意事項を必ずお読み 
ください。 



この表示の注意事項を守らないと、火災*感電などによる 
死亡や大けがなど人身事故の原因になります。 

A \ 注意 

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故に 
よりけがをしたり、他の機器に損害を与えたりすることが 
あります。 


A m ° 


本製品の取り付け、取りはずしのときは、必ずコンピュータ本体と周辺機 
器の電源を切り、電源プラグを AC コンセントから抜いてからおこなって 
ください。 

電源プラグを抜かずに作業をすると火災や感電、故障の原因になります。 


© 小さな子供のいるそばで、取り付け取りはずしの作業をおこなわないでく 
ださい。また、子供のそばに工具や部品を置かないようにしてください。 

けがや感電をしたり、部品を飲み込んだりする危険性があります。 


© 本製品の取り付け、取りはずしのときは、必ずコンピュータ本体および周 
辺機器メーカーの注意事項に従ってください。 



本製品の分解、改造、修理をご自分でおこなわないでください。 

火災や感電、故障の原因になります。また、故障時の保証の対象外となり 
ます。 


^ 本製品を取り付けたコンピュータ本体から煙やへんな臭いがしたときは、 
直ちに電源を切り、 AC コンセントから電源プラグを抜いてください。そ 
のあと、ご購入店などにご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。 
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安全にお使いいただく ため/こ 


^ 本製品を取り付けたコンピュータ本体に、水などの液体や異物が入った場 
V & 合は、直ちに電源を切り、 AC コンセントから電源プラグを抜いてくださ 
し、。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。 



本製品および本製品を取り付けたコンピュータ本体を、水を使う場所や湿 
気の多いところで使用しないでください。 

火災や感電、故障の原因になります。 


注 奮、 


〇 コンピュータ本体のカバーや本製品の取り付け、取りはずしのときは慎重 
に作業をおこなってください。 

強引な着脱は、機器の故障や、けがの原因になります。 

〇 本製品の取り付け、取りはずしのときは、本製品に触れる前に金属性のも 
の(スチールデスク、ドアのノブなど)に手を触れて、静電気を除去してか 
ら作業をおこなってください。 

静電気は本製品の破損の原因になります。 

Q 本製品および本製品を取り付けたコンピュータ本体を次のようなところで 
使用しないでください。 

•高温または多湿なところ、結露を起こすようなところ 
• 直射日光のあたるところ 

• 平坦でないところ、土台が安定していないところ、振動の発生するところ 
•静電気の発生するところ、火気の周辺 


長期間、本製品を取り付けたコンピュータ本体を使用しないときは、電源 
プラグを抜いておいてください。 
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I 導入の手順 フロー 





Windows XP の場合 ■ その他の OS の場合 


本製品のドライバおよび設定ユーティリティには、標準ドライバ (M フレッツを利用し 
ない)と M フレッツ用ドライパの2種類があります。ご使用になる環境に合わせて該当 
ページをお読みください。 



本製品を PC 力ードス□ットに取り付けます。 _ P14 



※この内容は設定例です。実際にご使用になるネットワーク環境に合わせて設定してください。 


[導入後は、ユーザ登録 r-fpg 参照)をおこなってくださし)。 
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Chapter 1 

概要編 


本製品には、通常使用する標準ドライバと M フレッツ用ドライパの2種類が 
添付されています。概要編はどちらのドライバをご使用になる場合も、必ず 
読んでいただきたいととが記載されています。 


















I パ ッケージ内容の確認 

本製品のパッケージには次のものが入っています。作業を始める前に、すべ 
ての商品が揃っているか確かめてください。なお、梱包には万全を期してお 
りますが、万一不足品、破損品などがありましたら、すぐにお買い上げの販 
売店または弊社 ラニー ド_サボートセンターまでご連絡ください。 




參ユーザーズマニュアル1冊 •ユーザ登録カード1枚 

(このマニュアルです） 
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•保証書1枚 


製品の保証とユーザ登録 




製品の保証と サービス 

本製品には保証書が付いています。内容をお確かめの上、大切に保管してく 
ださい。 

•保証期間 

保証期間はお買い上げの日より1年間です。保証期間を過ぎての修理は有料 
になります。詳細については保証書をご覧ください。保証期間中のサービス 
についてのご相談は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 


•保証範囲 

次のような場合は、弊社は保証の責任を負いかねますので、ご注意ください。 
• 弊社の責任によらない製品の破損、または改造による故障 
-本製品をお使いになって生じたデータの消失、または破損 
•本製品をお使いになって生じたいかなる結果および、直接的、間接的なシ 
ステ厶、機器およびその他の異常 

•修理の依頼 

123ページ「修理の依頼」をお読みください。 

•その他のご質問などに関して 

123ページ「サボートサービスについて」をお読みください。 


ユーザ 登録 

製品の導入が完了したらユーザ登録をおこなってください。お客様のユーザ 
登録は、インターネットからのオンライン登録または付属の八ガキで登録す 
ることができます。 

•オンラインでの登録 
弊社ホームページから登録が可能です。 

ホームページアドレス： http :// www . elecom . co.jp 


•付属のユーザ登録カードでの登録 

必要事項をご記入の上、ご投函ください。品番とシリアル•ナンパーは控え 
ておいてください。裏面のアンケートにもお答えください。ご意見は、今後 
の製品開発などに役立てていきます。 
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本製品の概要について 




本製品の特長 


•11 Mbps の高速通信と高い拡張性 

IEEE 802.1 lb 準拠、10 BASE-T よりも高速な11 Mbps の通信速度です。 
無線 LAN 力ードだけを使用して通信するアドホック • モードと、アクセスポ 
イントを使用するインフラストラクチャ • モードに対応します。 


•ノイズに強い DS - SS (直接拡散スペクトラム拡散)方式を採用 

通信方式には DS-SS 方式を採用しています。この方式は、特定の周波数成分 
がノイズで通信できなくても、別の周波数成分を使って通信することができ 
るノイズに強い通信方式です。 


•ESS ID や WEP によるセキュリティ機能 

特定のグループを設定する ESS ID 機能をはじめ、データそのものを暗号化 
する WEP にも対応します。 WEP を利用すると第三者に盗聴されてもそのま 
まではデータを見ることができないようにすることが可能です。 WEP は40 
ビット互換の64ビットと128ビットに対応します。 

• M フレッツ対応ドライバを添付 

外出先で無線 LAN が利用できる (NTT 東日本(東日本電信電話株式会社)の M フ 
レッ ツサ—ビスに対応したドライバとユー ティリティを 添付しています。 

岭 M フレッツ対応ドライバについては79ページからをお読みください。 

•導入しやすい簡単設定ユーティリティ 

通信モードの設定、セキュリティ情報の設定などができる設定ユーティリテ 
ィを添付しています。高度な知識がなくても、簡単に設定できるようになつ 
ています。 

•プラグ&プレイでインストールも簡単 

本製品を取り付け後、コンピュータ本体の電源を入れると、自動的にドライ 
パインス!ルのウィザードが起動します。メッセージに従えば、簡単にド 
ライパがインスIルできます。 

※ Windows 98では OS の CD-ROM が必要なことがあります。 


3. 本製品の概要について 


本製品の動作瑁境 


本製品は次の動作環境に対応しています。 


対応機種 

PC/AT 互換機 ( D 0 S/V マシン)および NEC PC 98 -NX シ U — ズで 
PCMCIA Type n 準拠の PC 力ードス□ットを持つ機種(自作機は除く） 

対応 0S 

Windows XP , Windows Me , Windows 98, Windows 2000 
Windows NT 4.0 (M フレッツ用ドライバは非対応） 


※最新の動作環境は弊社ホームぺージ ( http :// www . elecom . co . jp ) でご覧ください0 


各部の名称とはたらき 





① 

Power ランプ 

PC 力ードス□ットから電源が供給されているとき 
に点灯します。 

② 

Connection^V^ 

接続先が存在する場合に点灯します。接続先が見つ 
からない場合は点滅します。 

③ 

68 ピンコネクタ 

コンビュータの PCMCIA Type n 対応の PC 力ード 
ス□ットへ差し込むコネクタです。コネクタを指で 
触れないように注意してください。 


※(^八〇アドレスは裏面に記載されています。 
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I 參 


無線 LAN の基礎知讖 


L^hJ^ld 


本製品を使った無線 LAN の基本的なことについて説明します。 

無線 LAN の2つの通信モード 

無線 LAN には2つの通信モードがあります。ひとつは、無線 LAN アダプタだけ 
でネットワークを構成する「アドホック•モード」です。無線 LAN アダプタを 
取り付けたパソコン同士が直接電波をやり取りしてデータを交換できます。 
もうひとつのモードは、「アクセスポイント」と呼ばれる中継装置を使って 
データをやり取りする「インフラストラクチヤ■モード」です。 

•ア ドホック， モー ド (AdHoc Mode ) 

パソコン同士が直接電波をやり取りします。 

ノー トパソコン数台だけでデータのやり取 
りをするのに適しています。各パソコンは 
対等の扱いになるピア • ツー • ピア接続に 
なります。 


#インフラストラクチヤ • モード (Infrastructure Mode ) 

アクセスポイントを経由してパソコン同士 
を接続します。アクセスポイントにある 
LAN ポートを使うことで有線 LAN と接続 
することができます。有線 LAN 上にルー 
夕がある場合は、アクセスポイントを経由 
して無線 LAN の各パソコンからもイン 
ターネットに接続できます。 

また、弊社のアクセスポイントの場合、複 
数のアクセスポイントを設置することで、 

通信エリアを拡大できるだけでなく、ネッ 
トワークに接続したまま移動したときに、 

自動的に電波状態のよいアクセスポイント 
に切り替わるマルチチヤンネル • □—ミン 
グ機能が利用できます。 



ぐ ニ ク 

^ ^ ^ 

ノくソコン A ノくソコン巳ノぐノコン C 


n ノ 

讀 ((( ㉞ 

パソコン A パソコン。 
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4 . 無線 LAN の基礎知識 


無線 LAN のセキュリティ機能 


無線 LAN は電波でデータを送受信するので、知らない間にネットワークに不 
正アクセスされたり、電波を盗聴される可能性があります。そこで、無線 
LAN 力ードおよびアクセスポイントには不正アクセスや盗聴を防止するため 
のセキュリティ機能を備えています。 


•ESS ID (Extended Service Set ID ) 

隣接した場所で同じ製品または同じ帯域を利用する無線 LAN があると、無線 
を使ってやり取りしているデータが混信する恐れがあります。そこで他の 
ネットワークと自分たちのネットワークを区別するために ESS ID と呼ばれ 
る無線 LAN のグループ名称を決めることができます。同じ無線 LAN のグルー 
プに所属するコンピュータは同じ ESS ID を設定することで、他の ESS ID を 
持った無線 LAN グループとは区別され、混信や不正アクセスなどを防ぐこと 
ができます。 

• MAC アドレスフィルタリング 

ネットワークアダプタには、世界中に同じ番号が存在しない 「MAC アドレ 
ス」と呼ばれる固有の番号が割り当てられています。そこでアクセスポイン 
卜に無線 LAN アダプタの MAC アドレスを登録することで、その MAC アドレ 
スを持つ無線 LAN アダプタから無線 LAN へのアクセスの許可/不許可を設定 
することができます。 MAC アドレスは製品の裏ラベルなどに記載されてい 
ます。 


• WEP(Wired Equivalent Privacy ) 

ESS ID や MAC アドレスフィルタリングは、不正アクセスを防止するために 
役立つ機能ですが、それだけでは第三者に意図的に盗聴される恐れがありま 
す。そこで、さらにセキュリティを高めるためにデータそのものを暗号化す 
る WEP という機能があります。 WEP では40 • 64 • 128ビットの暗号化に 
対応した16進数や ASCII 文字を暗号キーとして利用します。 WEP を使用す 
ると暗号キーを知っている利用者だけが受信したデータの暗号を元に戻すこ 
とができます。たとえ第三者が電波を盗聴しても暗号キーがわかなければ、 
データを 解読することはできません。 
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本製品の取り付け/取りはずし 


本製品の接続方法について説明します。本製品はホットプラグ機能に対応し 
ますので、コンピュータ本体の電源を入れたまま接続することもできます 
(Windows NT 4.0 は不可)。 PC 力ードの取り付け/取りはずし方法は、本体 
の機種によって異なりますので、お手持ちのコンピュータ本体や力ードス 
□ットのマニュアルの該当ページも参考にしてください。 


取り付け前に確認する 


ご使用になるコンピュータの PC 力ードス□ットが正常に動作しているかを 
確認します。 


Q デバイスマネージャを表示します。 


•Windows XP の場合 

① [スタート]をクリックし、[マイコンピュータ]にカーソルを合わせます。 

② マウスを右クリックし、ポップアップメニューから[プ□パティ]を選択し 
ます。 

③ 【ハードウエア】タブを選択し、| デバイスマネー^ 1 ボタンをクリック 
します。 


•Windows Me /98/2000 /NT 4.0の場合 

① デスクトップの[マイコンピュータ]にカーソルを合わせます。 

② マウスを右クリックし、ポップアップメニューから[プ□パティ]を選択し 
ます。 

③ Windows Me/98 では〈システムのプ□パティ〉画面が表示されます。 
【デバイスマネージャ】タブを選択します。 

Windows 2000では【ハードウエア】タブを選択し、| デバイスマネー 
ボタンをクリックします。 
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5. 本製品の取り付け/取りはずし 


Q 「 PCMCIA ソケット ( XP はアダプタ)」の田をクリックし、 PCMCIA ソ 
ケットの内容を表示します。 （ ！ ） や（ X )のマークがコント□ーラに付いてい 
ないことを確認します。 

Windows Me の画面例 


確認する I 


※画面は一例です。表示されるコント□—ラの名称はお使いのコンピュータによって 
異なります。 


| | (!) や（X)のマークがコント□ーラ名に付いている場合は、 PC カードス 
注!意I □ットが正常に動作していません。コンピュータ本体のマニュアルをお読 
みになり正しく動作するように設定してください。 


Q 正常に動作していることを確認できれば、_ポタンをクリックします。 


全胺デパイスマネ—;?V |ハ-ドウIアブ□フ 7 イル丨パフォ-マンス| 
植類則 (Z 表示① 「接続別に表示® 



PCMCIA カードサービス 


% ADAPTER PCMCIA PC Card Adapter 

s 域 ！^: f. 


取り付けの方法 


© 必ずコンピュータ本体やカードス□ットのマニュアルも併せて読み 
ながら、取り付けてください。 

© 本製品の取り付けを始める前に、必ず金属に触れて身体の静電気を 
取り除いてください。 


Q コンピュータ本体の電源が切れていることを確認します。 


•本製品は Windows の「ホットプラグ(活線挿抜)」に対応していますので、 
Windows NT 4.0 以外の OS をご使用の場合は、コンピュータの電源を入 
れたまま本製品を差し込むこともできます。 
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Chapter / 概要編 



〇 カードを差し込むとき、表裏を間違えると本製品のコネクタやコン 
ピュータ側のコネクタを破損する恐れがあります。無理に差し込ま 
ないように注意してください。 


Q 新しいハードウェアを見つけたことを知らせるメッセージが表示されます。 


_このあとは、それぞれの 0S に合わせてドライバをインストールします。 


•標準ドライバ (M フレッツを利用しない)をインストールする場合 

Windows XP 岭20 ぺージ Windows Me 岭33 ぺージ 

Windows 98岭36 ぺージ 

Windows 200◦岭47 ぺージ Windows NT 4.◦岭57 ぺージ 

•M フレッツ対応ドライバをインスI-ールする場合 

Windows XP 岭81 ぺージ Windows Me 岭87 ぺージ 

Windows 98岭92 ぺージ Windows 2〇0〇，98 ぺージ 

※"フレッツ対応ドライバの場合はいずれの 0S にインス!ルするときでも、 8〇 
ページ「ドライパインス!ル時の注意」を必ずお読みください。 
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5. 本製品の取り付け/取りはずし 


取りはすしの方法 


コンピュータの PC 力ードから本製品をイジェクトする方法は、コンピュー 
夕本体によって異なりますので、コンピュータ本体のマニュアルの 「PC 
力ードス□ット」に関するぺージを参照してください。なお 、 Windows NT 
4.◦以外の OS をご使用の場合はホットプラグ機能を利用して、コンピュータ 
の電源を入れたまま、本製品を取りはずすときは PCMCIA ソケットから切り 
離すための操作をおこなう必要があります。 

© 必ずコンピュータ本体やカードス□ットのマニュアルも参照しなが 
ら取りはずしてください。 

© 本製品の取りはずすときは、必ず金属に触れて身体の静電気を取り 
除いてください。 


コンピュータ本体の電源が切れた状態での取りはずし 


コンピュータ本体のマニュアルの説明に従って、 PC 力ードス□ットから本 
製品を取りはずしてください。 
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Chapter / 概要編 


コンピュータ本体の電源が入つた状態での取りはずし 


Windows NT 4.0 では電源が入ったまま取りはずすことはできません。 


Q Windows 画面の右下にあるタスクトレイの备をダブルクリックします。 



ダブルクリック| 


0 S の種類によってアイコンのデザインが多少異なります。 PC カードのア 
イコンをダブ J レクリックしてください。 




「Ai「@Hawk/LD-WLl 1/PCC Wireless PC Card」 を選択し、 | 停止1 ポ 
タンをクリックします。 



ご使用のコンピュータにより、表示されるソケット数などの内容が異なり 
ます。 

M フレッツ用ドライバでは 「(M Flet ' s )」 がアダプタ名の後に表記されて 
います。 


0取りはずし可能のメッセージが表示されます。_ボタンをクリックし 
ます。 

•このあとは、コンピュータ本体のマニュアルの説明に従って、 PC 力ード 
ス□ットから本製品を取りはずしてください。 
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Chapter 2 

標準ドライバ編 


本製品で NTT 東日本(東日本電信電話株式会社)の 「 M フレッツ」サービスを 
利用されない場合は、こちらの標準ドライバと設定ユーティリティを使用し 
ます。 

この Chapter では、ドライバと設定ユーティリティのインス! -- ル方法、無 
線 LAN での接続方法、設定ユーテイリテイの使い方が記載されています。 


M フレッツでご使用になる場合は 

Chapter 3 「M フレッツ用ドライバ編」をお読みください。 
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| ^Windows XP でのセツトアップ / 


はじめて使用するときはドライバのインストール作業が必要です。 
Windows を起動した状態で本製品をコンピュータに接続すると 、 Windows 
のシステムがインス I ルメッセージを表示します。付属の CD - ROM デイス 
クをご用意のうえ、手順に従ってドライバをインストールしてください。 


I ] 本製品で NTT 東日本(東日本電信電話株式会社)の 「 M フレッツ」サービス 
注!意 I をご利用になる場合は、 M フレッツ対応ドライパのインス!-ールが必要で 
す。79ページ Chapter 3「 M フレッツ用ドライバ編」をお読みください。 


ドライバのインス I ^ール 


Q コンピュータ本体の電源を入れて、 Windows を起動します。 

Q 本製品を pc カードス□ットに差し込むと、新しいハードウエアを見つけた 
ことを知らせるメッセージが表示されます。 

Q 付属の CD-ROM ディスクをドライブに入れます。 
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7 . Windows XP でのセツトアップ 


□ 「ソフトウェアを自動的にインストールする」を選択し、 [H ポタンをク 
リックします。 



ME«^ 


ご使用の環境によっては、 CD - ROM ディスクをドライブに入れると自動的 
に手順0の画面に進む場合があります。 


Q ドライパの選択画面が表示された場合は、 「Ai「@Hawk LD-WLl 1/PCC 
PC Card」 を選択し、|次^ポタンをクリックします。 



こちらを選択 J 


—[ク U ック J 


| | T(M Fiefs )」 と表示されたドライバは M フレッツ対応ドライバです。間 
注 I 意 I 違って選択しないように注意してください。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


0下記のような画面が表示された場合は、ポタンをクリックします。ド 
ライパのインストールが開始されます。 



ク u ック 


• このドライバについては、弊社にて Windows XP 上で正常に動作すること 
を検証しております。 


Q しばらくすると、インストールが完了したことを知らせるメッセージが表示 
されますので、ポタンをクリックします。 
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7 . Windows XP でのセツトアップ 


〇次の手順でデバイスマネージャを表示します。 

① [スタート]をクリックし、[マイコンピュータ]に力ーソルを合わせます。 

② マウスを右クリックし、ポップアップメニューから[プ□パティ]を選択し 
ます。 

③ 【ハードウェア】タブを選択し、I デパイスマネー、^1 ボタンをクリック 
します。 


ii T コンビュ-峰 


八ードウ: t アの追加ウィザード 

八'-ドウIアの适加ウィザ'-ドを使うと、 A —ドウ:[ア 0) インストルがで•きま 
しハードウ：[ア (D 追加ウイザード (ti) ~| 




[ ドライパの署名@ 1 1デパイスマネ-ジや® 




リック I 


Q 「ネットワークアダプタ」の0をクリックし、 「 Ai「@Hawk LD - WL 1 1/ 
PCC Wireless PC Card 」 が表示されることを確認します。 



確認する I 


• 他の名称が表示されたり x マークや！マークが付いているときは正常に 
インス!-ールが完了していません。116ページ「こんなときは」をお読み 
ください。 


( Q 続いて 、 Windows XP のワイヤレスネットワークの設定を変更します。次 
の 「Windows XP のワイヤレス設定を無効にする」へ進みます。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


Windows XP のワイヤレス設定を無効にする 


本製品に付属の設定ユーティリティを利用できるように Windows XP の設定 
を変更します。通常は本製品の設定ユーティリティを使用するために、 
Windows XP のワイヤレス設定は無効にしてください。 



本製品は Windows XP 標準のワイヤレスネットワーク接続機能を利用する 
こともできます。そちらを利用する場合はこの作業は不要です 。 Windows 
XP 標準のワイヤレスネットワーク接続機能の設定方法については、 
Windows XP の設定に関する説明書をお読みください。 


Q デスクトップ画面の右下のタスクトレイにある[ワイヤレスネットワーク]ア 
イコンをクリックします。この時点では、まだ無線 LAN に接続できないため 
に X マークが付いている場合があります。 



Q 〈ワイヤレスネットワークへの接続〉画面が表示されますので、| 詳細設定 
ボタンをクリックします。 



環境によって接続可能な 
ESS ID が表示される 
場合があります。 


ク U ック I 


24 


7 . Windows XP でのセツトアップ 


【ワイヤレスネット】タブにある 「 Window を使ってワイヤレスネットワー 
クの設定を構成する」のチェックボックスをオフにし、_ポタンをク 
リックします。 



オフにする 


ク U ック 


これで Windows XP へのドライバのインス!ルは完了です。このあとは 
59ページ「無線 LAN の基本設定」へ進んでください。 


このあとの Windows XP でのネットワーク設定等の説明については、無 
注 I 意 I 線 LAN が正常に動作していることを確認してからお読みください。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


サービスとプロトコルの確認 


無線 LAN の設定が終われば、ネットワーク設定の確認と設定をおこないます。 
LAN ではコンピュータにアダプタを取り付けただけではデータのやり取りを 
することはできません。データをやり取りしたり、インターネットに接続す 
るために必要なサービスとプロトコルを設定する必要があります。ここでは 
小規模なネットワークでデータのやり取りやインターネットに接続するため 
の一般的な設定例を説明します。 


a 


[スタート]—[コント□ールパネル]を選択します。次に、コント□ールパネ 
ルにある「ネットワークとインターネット接続」をクリックします。 



Q 〈ネットワークとインターネット接続〉画面で「ネットワーク接続」をクリツ 
クします。 



ク u ック 
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7 . Windows XP でのセツトアップ 




「ワイヤレスネットワーク接続」を選択し、[ファイル]メニュー-プロパ 
テイ]を選択します。 



【ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ】画面が表示されます。 


Q お使いのネットワーク環境に応じて、必要なサービスやプ□トコルが有効に 
なつているか ii 萑認します。 



LD - WL 1 1 /PCC に 
なっていることを確認する 


他のコンピュータと 
ファイルやプリンタを 
共有するときに有効にする 


インターネットを 
使うときに有効にする 


• 「接続の方法」に 「 Ai「@Hawk LD - WL 1 1 /PCC Wireless PC Card 」 と 
表示されない場合、ドライパが正常にインス I ルされていない可能性が 
あります。インス!ルをやり直してください。 




一覧に表示されていないプロトコルやサービスを使う場合は、 
ンストー )171 ボタンをクリックし、メッセージに従って操作します。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


DHCP サーバ機能がない環境で TCP / IP を使用するときは 

インターネットに接続するために使用するルータなどには、 IP アドレスを 
自動的にネットワーク機器に割り当てる DHCP サーバ機能があります。し 
かし、 DHCP サーバ機能を使用しない場合や特定の IP アドレスを割り当て 
る必要がある場合は、次の手順で設定してください。 

① 「インターネットプロトコル( TCP / IP )」 

を選択し、し プロパティ |ボタンをク 
リックします。 

② 「次の IP アドレスを使う」を選択し、 

IP アドレスとサブネットマスクを入力します。 


「〇 IP ア7レスを白助的 C 取得， 5® 
I ® 次 ( DIP アドレス奄使ぅ®:— 

! ip アドレス®: 

J サブネ9トマ； 

フォルトゲ-トウ I イ必 


j デフォルト 


Q 【ワイヤレスネツトワーク接続のプロパティ】画面の_ポタンをクリツ 
クします。 

■ これで、サービスとプ□トコルの確認ができました。 


ネットワークの設定例 


ここでは Windows XP を使用して LAN 上の他のコンピュータとファイルや 
プリンタを共有するための設定例について説明しています。この設定は無線 
LAN が正常に動作していることを確認してからおこなってください。無線 
LAN が正常に動作する前に設定することはできません。また、インターネッ 
卜に接続するための設定についてはお使いのルータなどの取扱説明書をご覧 
ください。 


Q [スタート]—[コント□ールパネル]を選択します。次に、コント□ールパネ 
ルにある「ネットワークとインターネット接続」をクリックします。 
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7 . Windows XP でのセツトアップ 


「ホームネットワークまたは小規模オフィスのネットワークをセットアップ 
または変更する」をクリックします。 


f ネ，トヮとィントネ,卜格蒺 

作業を選びます 

5) インターネクト箱袋®セ9トア9ブや変更を行ラ 
(5) 巇場のネクトワークに接蒺する 

|5)木ームネタトワークまた tt ， J 、 規模オフィスのネ9トワークをセ，トア9ブまたは変更す50 


ネットワークセットアップウィザードの〈ネットワークセットアップウィ 
ザードの開始〉画面が表示されたら、ポタンをクリックします。 


〈続行する前に...〉画面の説明を読み、ネットワークに接続するための準 
偏ができているか確認し、 [^] ポタンをクリックします。 


〈接続方法を選択してください。〉画面で、実際にご使用の環境に合わせて 
接続方法を選択し、ボタンをクリックします。 

ご使用のネットワークがインターネットに接続していない場合は、「その他」 
を選択し、ポタンをクリックします。 

この場合、〈ほかのインターネット接続の方法…◊画面が表示されますので、 
「インターネットに接続していないネットワークに属している」を選択し、 

I 次誦ポタンをクリックします。そのあと手順0へ進みます。 


〈このコンピュータの説明と名前を入力してください〉画面が表示されたら、 
[コンピュータの説明]と[コンピュータ名]を入力し、ボタンをクリッ 


クします。 

コンピュータの説明 

コンピュータを所有している部署や設置場所の名前な 
ど、コンピュータに関する簡単な説明文を入力します。 

コンピュータ名 

このコンピュータに付ける名前を設定します。一般的に 
は、個人単位で使うコンピュータならユーザの名前、部署 
単位で使うコンピュータなら部署名などを入力します。 



























Chapter 2 標準ドライバ編 


Q 〈ネットワークの名前を付けてください〉画面で、[ワークグループ名]を入 
力し、ボタンをクリックします。 


ネ9トワーク©名 W を付けてくださ 


■ 


m 纘 

ワー娜-ブ名娜 


ur 


トワ-クに名前を付けてくだぬ。ネットワ-ク上の]ンビすぺてが同じワ- 


例: HOME または OFFDE " 


ワークグループ名 


このコンピュータを接続するネットワークのグループで 
す。プリンタやファイルを共有する同じネットワーク上 
のコンピュータには、すべて同じワークグループ名をつ 
けます。 


〈ネットワーク設定を適用する準備ができました〉画面で設定を確認し、 
ボタンをクリックします。 


ui 〈もう少しで完了です〉画面が表示されます。ご使用になっている環境に合 
わせてオプションを選択し、 gg ポタンをクリックします。 

• 「ネットワークセットアップディスク」を作成すると、そのディスクを 
使って他のコンピュータのネットワーク設定を簡単におこなうことができ 
ます。 

•よくわからない場合は「ほかのコンピュータでウイザード•…」を選択 
してください。 


(Q 〈ネットワークセツトアップウイザードの完了〉画面で、 @7] ボタンをク 
リックします。 


Q ] 再起動を促すメッセージが表示されたら、ポタンをクリックします。 


コンピュータが再起動し、ネットワークの設定が有効になります。 
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7 . Windows XP でのセットアップ 


共有フオルダの設定 


ネットワーク上の他のコンピュータから、このコンピュータのフォルダにア 
クセスできるようにするには、フォルダごとに共有とセキュリティの設定を 
する必要があります。 



マイコンピュータには、「共有ドキュメント」という共有フォルダが自動的 
に作成されます。ここでは任意に設定したフォルダを共有化する説明をして 
ます。 


〇共有したいフォルダを右クリックし、メニューから[共有とセキュリティ]を 
選択します。 


[ネットワーク上での共有とセキュリティ]の項目を設定し、_ポタンをク 
リックします。 


全胺「 共有 らス妁ィズ I 


□一カルで•の共有とセキュリティ 


SH 齡為■する 

聽離ブ縱識温親澀_ 

_□このフォルダをプラィベ-卜にする⑽_ J 

-ネットワ-ク上での共有とセキュリティ- 

A !! g ! 擬獅為;®微驅こ 

0沐ットワ-々上で•このフォルダ4共有す 


共有名0¢: I みんなと共有 


0ネットワークユーザーによるファイルの変更を i 午可する® 


共有卜扣キ~1り亍ィの註細奋 裹沄 I ，ます> 


{[設定する j 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


ネットワーク上でこの 
フォルダを共有する 

他のコンピュータからこのフォルダにアクセスできる 
ようにするには、この項目を有効にします。 

共有名 

他のコンピュータでは、ここで設定したフォルダ名が 
表示されます。 

ネットワーク ユーザー 
によるファイルの変更 
を許可する 

他のコンピュータのユーザがこのフォルダ内のフアイ 
ルを変更できるようにするには、この項目を有効にし 
ます。 


H これで、他のコンピュータからこのフォルダにアクセスできるようになりま 
した。 


同じように LAN 上のコンピュータに接続されたプリンタを共有することも 
できます。 

I ①プリンタが接続されたコンピュータで[スタート]—[コント□—ルパネル] 
を選択し、コント □_ ルパネルにある「プリンタとその他の八ードウエア」 
をクリックします。 

I © 「プリンタと FAX 」 をクリックします。 

I ③共有したいプリンタのアイコンを右クリックし、メニューから[共有]を選 
択します。 
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| ^Windows Me でのセツトアップ ! 


本製品を Windows Me で使用できるようにドライバをインス I ルします。 

Q コンピュータ本体の電源を入れて、 Windows を起動します。 

Q 本製品を pc カードスロットに差し込むと、新しい八ードウエアが見つかつ 
たことを知らせるメッセージが表示されます。 

Q 本製品に付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。 


Q 「適切なドライバを自動的に検索する」を選択し、@3ポタンをクリック 
します。 





次の新しい八ードウ:[アが見つかりました： 
ELEC0M-Air@Hawk/LD-WL1 1 /PCC 


ハードウIアをサポートしているリフトウIアを自觔的に検索して、インス 
卜ールで•きます。ハードウ1アに付属のインストルメディアがある埸合 
は、そのメディアを挿入して、 D 欠へ]初リック U： ください。 

オプションを逞択してく技ぃ 0 

通切納桃自 ft 的に検索狗 
r ドライパの塌所を指定する群しい知識のある方向け〉® 


く戻る(段次へ〉 



=[ク u ツク] 


• インス I j レが自動的に始まります。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


Q インストールが完了したことを知らせるメッセージが表示されますので、 


ク u ック I 


0コンピュータを再起動するようにメッセージが表示されます。ここでは、 


クリック I 


Q デスクトップ画面の[マイコンピュータ]アイコンを右クリックし、ポップア 
ップメニューの[プ□パティ]を選択します。 


いいえ」ポタンをクリックします。 
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2. Windows Me でのセツトアップ 


〇ぐンステムのプ□パティ〉画面が表示されます。【デバイスマネージャ】夕 
ブにある「ネットワークアダプタ」の@をクリックし、 「 Ai「@Hawk LD - 
WL 11 /PCC Wireless PC Card 」 が表示されることを確認します。 



確認する 


• 本製品が見あたらなかったり 、 x マー クや！ マー クが付いているときは正 
常にインス!ルが完了していません。116ぺージ「こんなときは」をお 
読みください。 


Q Windows を再起動します。 



•ネットワークアダプタに「ダイヤルアップアダプタ」が表示されている場 
合がありますが、これはアナログモデム/ TA 用で LAN アダプタとは関係 
ありません。 


•再起動すると、ネットワークへのログオン画面が表示されます。[ユー 
ザー名]は必ず入力します。必要であれば[パスワード]を入力します。パ 
スワードは忘れないようにしてください。 


■ これで Windows Me への標準ドライパのインス!-ールは完了です。このあ 
と59ページ「設定ユーティリティのインストール」へ進んでください。 


M 峽 


インターネットへの接続やネットワークで共有したデータのやり取りなど 
には、ご使用の環境に合わせたネットワーク設定が必要です。40ページよ 
り「ピア_ッ_ • ピアによるネットワーク設定」に設定例を掲載しています。 
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| ^Windows 98 でのセツトアツ : p° 

本製品を Windows 98で使用できるようにドライパをインス I ルします。 


〇コンピュータ本体の電源を入れて、 Windows を起動します。 


^4 本製品を pc カードス□ットに差し込むと、ドライバを検索する画面が表示 
されますので、 I 次, j ポタンをクリックします。 




m 


I 次の新しいドライパを検索しています 

ELEC0M-Air@Hawk/LD-WL11 /PCC 


Windows 98でコンピュータ名、ワークグループ名の入力を促されたとき 

※Windows 98 Second Edition では表示されません。 

① [コンピュータ名]の入力を促すメッセージが表示されますので[^ボ 
タンをクリックします。 

② 【識別情報】タブで[コンピュータ名]と[ワークグループ名]を入力してく 
ださい。入力が終われば fOKl ボタンをクリックします。 

__ | ァクせス脚 | 

m ㈣ 温ソ龄坪のュ名襄»す幕 

^クヴルーゴ名、簡単な説明を入力してく七さい。 


コンピュータ名： pamada 

ワ w クヴループ： |laneed| ~ 


コンピュータ名 


ワークグループ 


インス I ル中のコンピュータに与える名称を設定し 
ます。一般的には、個人単位で使うコンピュータなら 
ユーザの名前、部署単位で使うコンピュータなら部署 
名などを入力します。 


インス I ル中のコンピュータが接続されるネット 
ワークのグループ名をつけます。同ーネットワーク上 
のコンピュータのワークグ>1レープ名はすべて同じにす 
る必要があります。 
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3. Windows 98でのセツトアップ 


0 「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する」を選択し、ポタン 
をクリックします。 



ここを選択| 


Q 本製品に付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。 


m 


「 CD - ROM ドライブ」を選択し、 _へ1 ボタンをクリックします。 



ここを選択 J 

-ほかの場所がオン 
になっている場合は 
オフに変更します。 

-^ク IJ ック I 


0ドライパのある場所が表示されますので、ポタンをクリックします。 



クリック I 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


Q お使いの環境によっては 、 Windows 98の CD - ROM を挿入するようにメッ 
セージが表示されます。 



ク U ック 


- Windows 98には 「Windows 98 CD - ROM 」 と 「Windows 98 
SECOND EDITION CD - ROM 」 がありますのでご注意ください。 

• CD - ROM ディスクをドライブに挿入し、_ボタンをクリックします。 


梦 


次のような画面が表示された場合は CD - ROM ディスクを入れたドライブの 
「 WIN 98」 フォルダを指定し、_ボタンをクリックします。 



——^ク U ツク1 

4_ドライブ/フォルダ名を指定 I 


• ドライブ名のあとに必ず 「 WIN 98」 ディレクトリを指定します。 
(例) CD - ROM ドライブが D ドライブの場合(小文字でも可） 

[D:¥WIN 98 ] 




すでにインス I ルされているファイルのほうが新しい場合、そのファイル 
を上書きするか確認のメッセージが表示されます。この場合は、日付の新し 
いファイルをそのまま使用するようにしてください。 


38 


3. Windows 98でのセツトアップ 


0インス I -ールが完了したことを知らせるメッセージが表示されますので、 


房了1ポタンをクリックします。 


■ 

_ 

風㈣ Air@Hawk LD-WL11 /PCC Wireless PC Card 

新 U V、ー ドウ：[アデノ ^イスに必要なリフトウ：[アがインスト'-ルされまし 
た。 

ロン: B:' I； W 7 -i* ~! 


ク ij ック J 


コンピュータを再起動するようにメッセージが表示されます。ここでは、 


1 いいえ|ボタンをクリックします。 

し丨 し 1 

^ T \ 新 U V トドウ I ア (D 設定を完了吉5には、コンビュー拇再起觔してください。 
ノ 今すぐ•再起肋しますか？ 

I ； ta 、 w .......... 1 u 、 え⑽- 

-ク U ック j 


m 34 • 35ページの手順0 0を参考に、本製品が正常に登録されているこ 
とを確認します。 


Q ] Windows を再起動します。 



再起動すると、ネットワークへのログオン画面が表示されます。[ユーザー 
名]は必ず入力します。必要であれば[パスワード]を入力します。パスワー 
ドは忘れないようにしてください。 


これで Windows 98への標準ドライバのインストールは完了です。このあ 
と59ページ「設定ユーティリティのインス!-ール」へ進んでください。 



インターネットへの接続やネットワークで共有したデータのやり取りなど 
には、ご使用の環境に合わせたネットワーク設定が必要です。40ページよ 
り「ピア_ッ_ • ピアによるネットワーク設定」に設定例を掲載しています。 
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w ア•ツー•ピアでの設定 



Windows Me /98 の小規模ネットワークでよく利用されるピア■ツー•ピア 
環境の設定例を説明します。画面例は Windows Me を使用していますが 
Windows 98でもほとんど同じです。 


Q [スタート]—[設定] — [コント□ールパネル]の順に選択し、コント□—ルパ 


ネルにある「ネットワーク」をダブルクリックします。 


ネットワーク 


• 〈ネットワーク〉画面が表示されます。 

• Windows Me の場合よく使うコント□-ルパネルだけが表示さ 
れているときは、「すべてのコント□ールパネルのオプションを 
表示する。」をクリックすると「ネットワーク」が表示されます。 


Q 【ネットワークの設定】タブにあるポタンをクリックします。 



ご使用の環境により 
実際に一覧に表示される 
内容は、この画面例とは 
異なることがあります。 


ク u ック| 




インス!ルするネットワークコンポーネントとして「プ□トコル」を選択 
し、 [ HI ] ポタンをクリックします。 


卜 1 ^加七卜の種類を 


S クライアント 

追加奴..^ 4 

s サィス 

^キゃンセル | 



E ここを選択 j 
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• 〈ネットワークプロトコルの選択〉画面が表示されます。 


4 . ピア•ツー•ピアでの設定 


U 


製造元で 「 Microsoft 」 を、ネットワークプロトコルで 「 NetBEUI 」 を選択 


します。 IOK ] ポタンをクリックします。 



Q プ□トコルが追加されたことを確認します。また、インターネットに接続す 
る場合は、「 TCP / IP 」プ□トコルがインストールされていることを確認し 
ます。 



追加されたプロトコル 

インターネットプロトコル 
「 TCP / IP 」 


• TCP / IP プ□トコルがない場合は、手順0〜0を参考にして追加し 
ます。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 




DHCP サーバ機能がない環境で TCP / IP を使用するときは 

インターネットに接続するために使用するルータなどには、 IP アドレスを 
自動的にネットワーク機器に割り当てる DHCP サーバ機能があります。し 
かし、 DHCP サーバ機能を使用しない場合や特定の IP アドレスを割り当て 
る必要がある場合は、次の手順で設定してください。 


① 「 TCP / IP -> Ai「@Hawk LD - WL 1 1 /PCC 
Wireless PC Card 」 を選択し 、I プ□ノ變 
ボタンをクリックします。 

② 「 IP アドレスを指定」を選択し、 IP アドレスと 
サブネットマスクを入力します。 



0もう一度、〈ネットワーク〉画面で gg ボタンをクリックします(手順 0 
参照)。 


B 


• 〈ネットワークコンポーネントの種類の選択〉画面が表示されます。 

インス!ルするネットワークコンポーネントとして「サービス」を選択し、 
ボタンをクリックします。 
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4. ピア•ツー•ピアでの設定 


〇モデルとして 「 Microsoft ネットワーク共有サービス」を選択し、_ポ 
タンをクリックします。 



ここを選択 j 


—[ク U ック] 


Q サービスが追加されたことを確認します。また、[優先的に□グオンするネツ 
トワーク]が 「 Microsoft ネットワーククライアント I になつていることを確 
認します。 



見えないときは 
スクロールさせます 


追加されたプロトコル 


優先的にログオンする 
ネットワークの確認 


43 
























































Chapter 2 標準ドライバ編 


(Q L ファイルとプリンタの共有 I ポタンをクリツクします。 



「ファイルを共有 •• •」「プリンタを共有 •• •」の両方を有効(〇)にし、 
_ポタンをクリックします。 



確認する j 

—[クリック] 


•チェックボックスをクリックすると有効/無効が切り替わります。 

(3 【識別情報】タブをクリックします。 



ク U ック 


同ーネットワークに接続 
するコンピュータのワーク 
グループ名は、すべて同じ 
名称に設定します。 
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4. ピア•ツー•ピアでの設定 


m 内容を確認 し、正しければ_ポタンをクリックします。 

-変更が必要な場合は[コンピュータ名]と[ワークグループ]を入力します。 
•項目の意味については、36ページの 「 MEMO 」 を参照してください。 


ディスクの挿入を促すメッセージが表示されたときは、 Windows のディスク 
を挿入し、_ボタンをクリックします。 



ク U ック I 


• 表示されたメッセージに対応した 0 S のディスクを入れます。 

- Windows 98には 「Windows 98 CD - ROM 」 と 「Windows 98 
SECOND EDITION CD - ROM 」 がありますのでご注意ください。 

MEIvjj ディスクを挿入したドライブを指定する画面が表示されたとぎは、38ペー 
■ ジの手順0の 「 MEMO 」 を参考に指定します。ドライブ名のあとに、 
Windows 98なら" WIN 98" ディレクトリを 、 Windows Me なら" WIN 9 x " 
| ディレクトリを指定し、_ボタンをクリックしてください。 


( S 再起動を確認するメッセージが表示されますので iwi ポタンをクリックし 
ます。 



ク U ック| 


{0 再起動すると設定した内容が有効になります。これでピア • ツー • ピアの 
ネットワーク設定は完了です。なお、同じネットワークに接続されるコン 
ピュータにはすべて同じ設定をする必要があります。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


ファイルやプリンタを共有するには、ネットワークが有効になってから次の 
^ 手順で共有設定をおこなってください。 

■ファイル共有の画面例 



① 共有したいファイルのあるフォルダやプリンタのアイコンを右クリック 
し、メニューを表示します。 

② メニューから[共有]を選択します。 

③ 「共有する」を有効にし、必要な事項を設定します。 
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| ^Windows 


2000でのセツ 


トア紋 


U133SJ 


本製品を Windows 2000で使用できるようにドライバをインス I ルしま 
す。セットアップの前にコンピュータ本体の PCI パスに本製品を取り付けて 
おきます。 


ドライバのインストール 


Q コンピュータ本体の電源を入れて、 Windows を起動します。 

• Administrat ◦「権限で□グインしてください 0 

Q 本製品を pc カードスロットに差し込むと、新しいハードウェアを見つけた 
ことを知らせるメッセージが表示されますので、ポタンをクリックし 
ます。 



新しい A -ドウヱア®検索ウィザ-ドの開始 

觀溫广 ドウ 1 痛 麵繼 隱心 


「デバイスに最適なドライバを検索する」を選択し、ポタンをクリツ 
クします。 



Q 本製品に付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


Q 「検索場所のオプション」で rcD - ROM ドライブ」を選択し、 [ is ポタン 
をクリックします。 


ライバファイル®特定 

ドライバファイルをどこで 


〉欠 (3 W トドウ: e アデパイスのドライパファイルの検索： 


H 


% 


ノビユータ上のドライバデータベースおよ U 指定の検索塌所から適切なドライパを検索しま寸〇 

検索撊始するには、 D 欠へ]釣リックしてください。フ□ッビ-ディスクまたは CD-ROM ドライブで•検索I 
いる无 i 合は、フロッピーディスクまたは CD を播入してから D 欠へ]をクリックしてください。 

■ 「ディスクドライブ必 

■F ^ D-ROM ドラ供〉^- 

■ r 爾を指定⑤ 


他の検索場所に 
チェックが入つている 
場合は、チェックを 
-はずします。 


^ここを選択) 
-1クリック〕 


U 見つかったドライバ名に rd:¥wll lpcc . infj と表示されていれば 、{^] 
ポタンをクリックします。 


剛 mAaaTO 腳邮 


H 


⑽デパイスのドライパが検索されました： 

ELECOM Air@Hawk/LD-WL11/PCC 


|? ；イスのドライパが見つかりました。このドライパ奄インスト'-ル寸るには、 D 欠へ]初リックしてく妫 


このデ” 

か 


廳職®溫效 r 織娜獻 

ドライパを1: H ンストールす2>〇> 


[[確認する J 




リック I 


Q 「デジタル署名が見つかりませんでした」と表示されます。 [ guv ] ポタンを 
クリックし、インストールを続行します。 



ク U ック 
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5. Windows 2000でのセツトアップ 


□ 


「新しい八ードウエアの検索ウイザードの完了」と表示されますので、 
\ Wf ] ポタンをクリックします。 



\ sA デスクトップ画面の[マイコンピュータ]アイコンを右クリックし、ポップ 
アップメニューの[プロパティ]を選択します。 


{0 【ハードウェア】タブの ^7スマネージャ| ポタンをクリックします。「ネッ 
トワークアダプタ」の g をクリックし、 「 Air@Hawk LD - WL 1 1 /PCC 
Wireless PC Card 」 が表示されることを確認します。 



,|pj-X| 

J 揀作 ® 表示秘 |j | la mu | [f |J gj 



-占 1 .. 拜 

由必 DVD/CD-ROI 


ドライブ 

—: ATA/ATAPI コントロう 
由％ PCMCIA アダプタ 
S A USB (Universal Serial Bus) コントローラ 

i 邊キ♦ド 

由… jg コンビュータ 

由堪サウンド、ビデオ、およ u ゲームコント□ーラ 
由…システムデパイス 
由 0 ディスクドライブ 

. 

: 日勒私トワ - クアタブ $ 

, Air@Hawk LD-WL11/PCC Wireless 


:ラ . ZJT 


確認する I 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


_これで Windows 2000への標準ドライパのインストールは完了です。この 
あと59ページ「設定ユーティリティのインストール」へ進んでください。 




インターネットへの接続やネットワークで共有したデータのやり取りなど 
には、ご使用の環境に合わせたネットワーク設定が必要です。このあとに 
Windows 2000でのネットワーク設定例を掲載しています。 


ネットワークの設定例 


基本的なネットワークでの設定例を説明します。 


■ Windows 2000には Administrator 権限でログオンしておきます。 

Q [スタート]—[設定]—[ネットワークとダイアルアップ接続]を開きます。 

• 〈ネットワークとダイアルアップ接続〉画面が表示されます。 

Q [□一カルエリア接続]を右クリックし、メニューから[プ□パティ]を選択し 
ます。 


• 〈□—カルエリア接続のプ□パティ〉画面が表示されます。 



[□— カルエリア接続]の名称は、アダプタをインスIルした環境によって 
変わります。〈□—カルエリア接続のプロパティ〉画面に表示されるアダプ 
夕名を見て、ネットワークを設定するアダプタであるかを確認してください。 
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5. Windows 2000でのセツトアップ 




[インターネットプ□トコル ( TCP / IP )] を選択し、 「プ□パティ I ポタンをク 
リックします。 



• 〈インターネットプロトコル (TCP/IP) のプ□パティ〉画面が表示されます。 


Q ip アドレスに関する設定をします。 


どちらかを選択| 

「次の ip アドレスを 
使う」を選択した 
場合は、アドレスを 
入力します。 



• DHCP サーバ(機能)を使用している場合 

「IP アドレスを自動的に取得する」を選択します。 

• DHCP サーバ(機能)を使用していない場合 

「次の IP アドレスを使う」を選択し、 IP アドレスとサブネットマスクを入力 
します。「デフオルトゲートウェイ」と 「DNS サーバ」はルータなどを使用 
して LAN を超える場合に使用する項目なので、ここでは入力していません。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


Q ip アドレスの設定が終われば、 I 詳細設定 I ポタンをクリックします。 


ク u ック J 

0K \ キゃンセル」 


• 〈TCP/IP詳細設定〉画面が表示されます。 


Q 【 WINS 】 タブで 、 「NetBIOS over TCP / IP を有効にする」をオン （ F ) に 


— ^ク U ック ■ 

• 〈インターネットプロトコル (TCP/IP) のプ□パテイ〉画面に戻ります。 


Q 〈インターネットプロトコル ( TCP / IP ) のプ□パティ〉画面—〈□一カルエ 
リア接続のプ□パティ〉画面で、それぞれ [0 K ] ポタンをクリックして画面 
を閉じます。さらに〈ネットワークとダイアルアップ接続〉画面を閉じます。 



クック J 



し、 [0 K ] ポタンをクリックします。 


) 欠の DNS サーバーのアドレスを使う®: 
優先 DNS サーバー®: 

代替 DNS サーバー⑻： 


詳細設定妨.：^| 
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〇 [スタート]—[設定]—[コント□-ルパネル]の[システム]アイコンを開き 
ます。 


• ぐンステムのプ□パテイ〉画面が表示されます。 


Ui 【ネットワーク旧】タブで、 || pg パ ポタンをクリックします。 

映好办軸 . v_:—— [r— … iijsi _ 

全便、ネツトワ-ク ID j 1 一卄一 ) mM !_ ^ク U ック | 


，イ】し| i; 

^-3) 〉欠の情報を使ってネットワーク上で•こ©]ンピュータを識別しま言。 

フルコンビユ^!名： yamada . 

ヮー娜ーブ： WORKGROUP 

を1 趨齡■版！ ネ例_ 1 

り ドメインに 封 11 し的す沉は [ブ D パ 1(::，デ观斗 


7 IJ ック I 


{0 コンピュータ名とワークグループ名を設定し、_ボタンをクリックし 
ます。 



表示されているコンピュータ名とワークグループ名から変更する必要がな 
い場合は、ボタンをクリックします。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


Q ] 名称を変更すると次のようなメッセージが表示されます。それぞれ_ポ 
タンをクリックします。 




(9 ぐンステムのプ□パティ〉画面で、_ポタンをクリックします。 


( S 設定を変更した場合は、再起動を促すメッセージが表示されますので 
ポタンをクリックします。 



ク U ック 


■ これで基本的なネットワーク設定は完了です。このあと、同じ要領で実際の 
環境に合った設定をおこなってください。 
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5. Windows 2000でのセットアップ 


ユーザアクセス権の設定 


Windows 2000をインスIルしたコンピュータにアクセスできるように 
するには、あらかじめ、アクセスを許可するユーザを登録しておく必要があ 
ります。 


Q [スタート]—[設定]—[コントロールパネル]の順に選択し、コント□ールパ 
ネルにある[ユーザーとパスワード]を開きます。 


Q 〈ユーザーとパスワード〉画面が表示されますので、 flianl ボタンをクリツ 
クします。 



この項目がチェック 
されている必要が 
あります。 


ク u ツク 


0このあとは、ウイザードのメッセージに従って、新しいユーザを登録します。 



Q 登録が完了すると、登録したユーザのアクセスが許可されます。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


フオルダなどの共有設定 


Windows 2〇〇0上のフォルダやドライブにアクセスできるように共有設定 
をおこないます 。 Windows 2〇〇◦はアクセス権の設定が Windows 
Me /98 に比べて詳細になっています。また、 NTFS フォーマットでドライ 
ブをフオーマツトしている場合は、さらにセキュリティ設定が必要になり 
ます。 


Q 共有したいフォルダを右クリックし、メニューから[プ□パティ]を選択し 
ます。 


• フオルダのプ□パテイが表示されます。 


B 【共有】タブで「このフォルダを共有する」を有効にし、 |アクセス許可| ポ 
タンをクリックします。 



■^_ここを選択 j 


—[ク U ック] 


0このあとは、必要に応じてフォルダに対するアクセス権を設定してくださし、。 
なお、 NTFS フォーマツトの場合は、【セキュリティ】タブでアクセス権を設 
定することをお勧めします。 
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| ^Windows 


NT 4.0 でのセツ 



Windows NT 4.◦はプラグ&プレイに対応していませんので、本製品を取 
り付けても自動的にドライパのインス I ル画面は表示されません。コント 
□—ルパネルの「ネットワーク」を起動してドライバをインス!ルしてく 
ださい。ここでは、インス!ルのためのポイントを説明します。 


•インス I -ール前のポイント 

本製品が使用する旧 Q および I / O ポートアドレスを割り当てるために、あらか 
じめ空き状況を 「Windows NT 診断プ□グラム」を使って調べておいてくだ 
さい。 


♦インス I -ール開始時のポイント 

• コンピュータの電源を入れる前に PC 力ードス□ットに本製品を取り付け 
ておいてください。 

- Windows NT 4.0 の OS と同時にセットアップする場合は、セットアップ 
中に表示される画面に従って操作してください。 

•すでに Windows NT 4.0 をインス!ルしたコンビュータに本製品を取 
り付けた場合は、①コント□ールパネルにある「ネットワーク」アイコン 
をダブルクリックしてください 。② 「Windows NT ネットワークがインス 
卜ールされていません。」と表示されますので、 gg ボタンをクリックし 
ます。③ドライバのインス!ル画面が表示されますので、メッセージに 
従ってインス I -ールしてください。 

• 1度でもネットワークアダプタを取り付けたことがある環境では、①コン 
卜□ールパネルにある「ネットワーク」アイコンをダブルクリックします。 
②【アダプタ】タブを選択します。ボタンをクリックすると、ド 
ライパのインス I ル画面が表示されますので、メッセージに従ってイン 
ス I ルしてください。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


•インストール中のポイント 

「ネットワークアダプタの選択」では、 | ディスク使用 | ボタンをクリックし、 
本製品に付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れてください。ドライバは 
「 Ai「@Hawk LD - WL 1 1 /PCC Wireless PC Card 」 を選択してください。 


•インストール後のポイント(デバイスの競合の回避方法） 

再起動後、本製品が他のデバイスと競合してエラーが発生した場合は、次の 
手順で設定を変更してください。 

① コンピュータ本体の電源を切り、本製品を一度取りはずします。 

② コンピュータを起動し、次ページ「設定ユーティリティのインス!ル」 
をお読みになり、本製品の設定ユーテイリテイをインストールします。 


③ 設定ユーティリティを起動し、【ネットワーク設定】タブにある r 詳細設定 I 
ボタンをクリックします。ここで旧 Q と I / O ポートアドレスを他のデバイス 
と競合しないように設定します。 

④ コンピュータ本体の電源を切り、最初に本製品を取り付けたス□ットと同 
じス□ットに本製品を取り付けます。 

⑤ コンピュータ本体を起動します。これで本製品の競合を回避できます。 


•その他のポイント 

• 本製品のドライバのインス!ルが終われば、設定ユーティリティを使っ 
て必要な設定をおこなってください。次ページへ進みます。 

-ご使用の環境に合わせてネットワーク設定をしてください。 
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無線 LAN の基本設定 




無線 LAN 設定に必要な設定ユーテイリテイのインス I ル方法を説明しま 
す。説明の画面には Windows XP を使用していますが、他の 0 S でも手順は 
同じです。 


設定ユーテイリテイをインストールすると正常に動作しなく恐れがありま 
すのでご注意ください。ワイヤレスネットワーク接続を使用する場合の設 
定方法については 、 Windows XP に関する説明書を参照してください。 




Windows XP で OS 標準の機能であるワイヤレスネットワーク接続を使用 
する場合は、設定ユーテイリテイをインス I -ールする必要はありません。 



■ J テイのインストール 


Q 付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。 


Q マイコンピュータなどを使って CD - ROM ディスクの 
内容を表示します。 [ utility ] フォルダの中にある 
setup (. exe ) をダブルクリツクします 0 



• インストーラが起動します。 


I j 付属の CD - ROM ディスクの中には、 setup .( exe ) ファイルが含まれる 
注!意 I フォルダが複数ありますが、ここでは必ず [ utility ] フォルダの中にある 
setup (. exe ) を実行してくださし、他のセツトアッププ□グラムを実行す 
ると本製品が使用できなくなります。 
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Q インストール先を指定する画面が表示されます。通常はそのままで変更の必 
要はありません。ポタンをクリックします。 


ーインスト_ル先を 
変更したい場合は、 
ここをクリックして 
インストール先を 
指定します。 


ク u ック| 


Q プログラムフォルダ名を指定する画面が表示されます。通常はそのままで変 
更の必要はありません。ポタンをクリックします。 


名前を変更したい 
場合は、新しい名前 
を入力します。 


ク u ック| 


Q 設定ユーティリティを常駐させるため、スタートアップに登録するかメッセー 
ジが表示されます。ポタンをクリックします。 


ク U ック I 


_これでインス!ルは完了です。画面を閉じて CD - ROM ディスクをドライ 
ブから取り出し、大切に保管してください。 

アンインストールするときは 

[スタート]—[(すべての)プログラム] —[Laneed Ai 「@ Hawk ] にあるアンイ 
ンスIルプ□グラムを実行してアンインスIルします。 



問い合わせ 


?ノ ストトァ'>尤ショ-卜加卜を登錄しますか？ 





無線 LAN で接続する 


7 . 無線 LAN の基本設定 


ここでは無線 LAN で接続するための基本項目だけを設定します。なお、無線 
LAN には2つの通信モードがあります。ご使用になる環境がどちらの通信 
モードになるかを確認してから操作手順をお読みください。 


インフラストラクチヤ • 
モード 

無線 LAN のアクセスポイントまたは無線ルータを 
経由してデータをやり取りします。 

アドホック • モード 

アクセスポイント等を使用せず、無線 LAN アダプ 
夕を取り付けたパソコン同士が直接データをやり取 


りします。 


Q ご使用の通信モードに合わせて、アクセスポイント(無線ルータ)や無線 LAN 
アダプタを取り付けたコンピュータを起動しておきます。 

• インフラストラクチヤ • モードではアクセスポイントが、アドホック • 
モードでは接続相手のコンピュータが起動していないと設定できません。 

- Windows 2000 /NT 4.0 では Administrator 権限で□グインしてくだ 
さい。 


Q タスクトレイにあるユーティリティアイコンをクリックします。 



タスクトレイにアイコンがない場合は、[スタート]—[(すべての)プ□グラ 
厶]— [Laneed Air @ Hawk ]-^[ Air@Hawk Series WLAN Utility ] を選択 
します。 


I アイコンが赤色で表示されているとき 
注 I 意|接続相手が見つからないか、本製品が正常に動作していません。116ぺ 
ージ「こんなときは」を参照してください。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


0 【ネットワーク設定】タブで通信モードを設定します。インフラストラク 
チヤ•モードの場合は、そのまま手順 a へ進みます。 


通信モイ 
アド木ック • チヤンネル : 

伝送速度 : 


802.11 Ad-Hoc 
Infrastructure 」 


選択する I 


•アドホック • モードには2種類のモードがあります。 


Infrastructure 

無線 LAN のアクセスポイントまたは無線ルータに接続し 
てデータのやり取りをします。 

Pseudo Ad-Hoc 
(チヤンネルによる 
接続） 

[アドホック • チヤンネル]で設定したチヤンネルと同じ 
チヤンネルを使っている無線 LAN アダプタと接続できま 
す。必ず、[アドホック-チヤンネル]を指定してください。 
ESS ID は無効になります。手順0へ進みます。 

| アドホック • チヤンネル： |3 こ J | 

802.11 Ad-Hoc 
(ESS ID による 
接続） 

[SSID] で設定した ESS ID と同じ ESS ID を使っている無 
線 LAN アダプタと接続できます。[アドホック • チヤンネ 
ル]の設定は無効になります。 


Q 「Pseudo Ad - Hoc 」 以外の通信モードの場合は、 [ SSID ] に ESS ID を入力 
します。 


F3 7 ^SID 丨丨 1 





ESS ID を半角英数字32文字以内で入力します。大文字と小文字が区別さ 
れます。無線 LAN 上の同ーグループに所属するコンピュータはすべて同じ 
名称にします 。 ESS ID の異なるコンピュータに接続することはできません。 
無線 LAN の接続が確認できるまでは、初期値の 「 ANY 」 ままでもかまい 
ません。ただし、接続を確認したあとは設定を変更してください。混信な 
どを避けるために、動作確認後は必ず ESS ID を変更してください。 




【AP —覧】タブを利用すると接続可能な ESS ID を確認することができます。 
正確な ESS ID のスペルがわからない場合などは、77ページ「接続 (ESS)」 
の説明をお読みください。 
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Q 設定を保存するため gg ポタンをクリックします。 


7 . 無線 LAN の基本設定 


ネットワーク設定|リンクテスト| AP - HI チゃンネル状態 I 情報1 


アダプタを逞択してください:| [0008] Air@Hawk LD-WL11/PCC Wireless PC Card 
プロファイルー 


一保存」 


通 i モート [infrastructure 


アドホック•チヤンネル： 


_詳細設定 I 初期値 


W SSID 
f r BSSID 


ク IJ ツク I 


Q 正常に接続されると、[接続状態]の情報が表示されます。次のことを確認し 
て < ださい。 


接続状態 

接続先牾報：|接続完了- Lanee 
使用チャンネル：尸 

d- 00:_ * : ：09 

現在の伝送速度: fri ~ Mbh 

ts/sec 

スルづット <bytes/sec )： 5! 

该 辟 ; J 十能 .忌滴说6ぬ 

!ft ： |〇 受信|即 


TSiITEIASR- 取观 

信号強度：最適 (93 始 


再検索 



① [接続先情報]に接続先のアクセスポイント(無線ルータ)や無線 LAN アダプ 
夕の MAC アドレスが表示されているか。 

② [接続先情報]に接続先の ESS ID が表示されているか ( Pseud 〇 Ad - Hoc 時 
は表示されません)。 

③ スループットの送信/受信に変化があるか。 

④ 接続状態および信号強度のインジケータが動作しているか （ 「0%」の場合、 
正常に接続されていません） 

これらの項目の状態が正常でない場合は、116ぺージ「こんなときは」を参 
照してください。 


Q 正常に動作が確認できれば [ OK ] ポタンをクリックします。 
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〇 「マイネットワーク」で相手の共有フォルダを確認したり、 WEB ブラウザで 
インターネットに接続できるかを確認します。 

♦ LAN 上のコンピュータの共有フォルダを確認した Windows XP の画面例 



Windows XP では、[スタート]—[マイネットワーク]を選択します。[マイ 
ネットワーク]が見あたらない場合は、[スタート] — [マイコンピュータ]を 
選択し、左フレームの[その他]にある[マイネットワーク]を選択します。 
ネットワーク上のコンピュータを開くと共有フォルダが表示されます。 
その他の 0 S ではデスクトップにある[マイネットワーク]を開きます。ネッ 
トワーク上のコンピュータを開くと共有フォルダが表示されます。 


| |參 Windows XP 環境でマイネットワークを使って確認する場合は、先に 
注!意1 26ページ「サービスとプロトコルの確認」をお読みになり、ネットワー 
クの設定をおこなう必要があります。 

參無線 LAN が正しく設定されている場合でも、各コンピュータのネット 
ワーク設定やインターネットへ接続する設定が終わっていないと接続で 
きません。 

_共有フォルダで確認するには、ネットワーク設定が完了して相手のコン 
ピュータに共有フォルダが設定されている必要があります。 

_インターネットに接続して確認するには、あらかじめ他のコンピュータ 
でインターネットに接続できることを確認している必要があります。ま 
た、本製品を取り付けたコンピュータの TCP / IP プロトコル設定が完了 
している必要があります。 TCP / IP の確認方法については、このマニュ 
アルのネットワーク設定に関する説明を参考にしてください。 

■ これで無線 LAN の動作確認は完了です。 

• よりセキュリティを高めるために WEP などを設定したり、その他のオプ 
シヨンを設定する場合は次ページからの「各タブの設定リファレンス」を 
お読みください。 
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{ 8 s タブの設定リファレンス 



ネットワーク設定タブ 


【ネットワーク設定】タブは、無線 LAN を使用するのに必要な環境を設定す 
る部分と現在の状態を表示する部分に分かれています。設定を変更した場合 
は、必ず 更 1ボタンをクリックしてください。 



•ネットワーク設定 


アダプタを選択 
してください。 

無線 LAN アダプタが複数ある場合に選択します。 

プ□ファイル 

現在の設定をプ□ファイルとして保存することができます。 
複数の無線 LAN 環境でコンピュータを使用する場合、プロ 
ファイルを保存/切り替えることで、簡単に各環境の設定に 
合わせることができます。保存方法は69ページ「プ□ファ 
イルの保存」をお読みください。 

WEP を有効に 
する 

WEP 機能を使用する場合にオンにします。 [ WEP 設定]ボタ 
ンが有効になり、設定画面が表示されます。 WEP の設定方 
法については、70ページ 「 WEP の設定」をお読みください。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


通信モード 

Infrastructure ' Pseudo Ad - Hoc ' 802.11 Ad - Hoc の3 
つのモードを選択できます。各モードの説明については、 
62ページの手順0の一覧をお読みください。 

アドホック • 
チヤンネル 

Pseudo Ad - Hoc モードの場合にチヤンネルを選択します。 

各無線 LAN アダプタが同じチャンネルを使用するように設定 
します。时「331:「11〇1；11「6モードおよび8〇2.11 Ad - Hoc モー 
ドではチャ ンネ j レを設定する必要はありません。 

伝送速度 

通常は「自動」に設定しておくと、信号強度に合わせて自動 
的に伝送速度を調整します。信号強度が高い場合は高速に、 
弱い場合は低速になります。通信距離よりも通信速度を有線 
したい場合などは速度を固定することもできます。速度を固 
定した場合は、通信速度が維持できないほど信号強度が低下 
すると通信できなくなります。 

SSID 

初期値は 「 ANY 」 で、接続先の ESS ID に関係なく接続する 
ことができます。動作確認後はご使用になる無線 LAN グルー 
プの ESS ID に設定を変更することをお勧めします。入力で 
きる文字は半角英数字32文字までです。大文字と小文字が 
区別されます。 

巳 SSID 

アクセスポイントが複数ある場合、特定のアクセスポイント 
だけに接続したい場合にオンにし、アクセスポイントの 
MAC アドレスを入力します。 


MEMO •ESS ID について 

M 混信や盗聴を防ぐために ESS ID は初期値から変更することをお勧めしま 
す。同じ無線 LAN グループに属するアクセスポイント(無線ルータ)および無 
線 LAN アダプタは、すべて同じ ESS ID に設定します。 ESS ID は大文字と 
I 小文字を区別しますのでご注意ください。 

•ESS ID の確認方法 

【AP —覧】タブを利用すると接続可能な ESS ID を確認することができます。 
正確な ESS ID のスペルがわからない場合などは、77ページ「接続 ( ESS )」 
|の説明をお読みください。 
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# | WEP | ポタン 

WEP の設定画面を表示します。 「 WEP を有効にする」をオンにするとクリッ 
ク可能になります。 WEP の設定については、70ぺージ 「 WEP の設定」をお 
読みください。 

# |詳細設定| ボタン 

より細かな設定項目を表示します。内容については、次べージ「詳細設定」 
をお読みください。 

• ポタン 

設定内容を工場出荷時の状態に戻します。 

• gg ポタン 

設定を変更した場合、このボタンをクリックすることで、変更した内容が保 
存されます。設定を変更した場合は必ずクリックしてください。 

•接続状態 


接続先情報 

接続状態、接続先の ESS ID , アクセスポイントの MAC アド 
レスを表爪します。 

使用チャンネル 

Pseudo Ad - Hoc モード時は現在設定しているチヤンネル 
を表示します。その他のモードでは関係ありません。 

現在の伝送速度 

現在の伝送速度を表示します。 

スルー プット 

1秒間に送受信されるデータ量をバイト単位で表示します。 

接続状態 

現在の接続状態を最大100%で表示します。％が高いほど 
良好です。 

信号強度 

現在の信号状態を最大100%で表示します。％が高いほど 
良好です。 


♦ I 再検索1 ボタン 

接続先のアクセスポイントや無線 LAN アダプタを再検索します。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


詳細設定 


より局度な内容を設定するための画面です。 



•省電カモードを有効にする 

本製品を省電カモードで使用するとコンピュータ本体の消費電力を抑えるこ 
とができます。コンピュータ本体が省電カモードに対応している場合にオンに 
します。コンピュータ本体が省電カモードに対応していない場合はオフにして 
ください。間違った設定をすると認識されないなどの問題が発生する恐れが 
あります。 


•隠れ端末問題 

通常はこのまま変更する必要はありません。障害物などにより隠れ端末がで 
きると、コリジョンが発生してデータの転送効率が低下することがあります。 
このような場合は、この値を小さくすると、設定した値を超えるバケットが 
端末から送信された場合に、 CSMA/CA with RTS / CTS 方式で通信するよ 
うになります。これにより、パケットが小さく分割されコリジョンを回避す 
ることができます。 

※「有効」をオンにすると数値の入力が可能になります。 
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•フラグしきい値 

通常はこのまま変更する必要はありません。通信状態が悪い環境では、同じ 
データの送信を何度もくり返して要求されることがあります。このような環 
境で、大きなファイルサイズのデータを送信すると、再送信がくり返された 
り、それが原因でコリジョンが発生したりします。このような場合に、この 
値を小さくします。設定した値を超えるパケットが端末から送信された場合 
に、バケットが小さく分割されコリジョンを回避することができます。 

※「有効」をオンにすると数値の入力が可能になります。 

•旧 Q および I/O Port(Windows NT 4.0 でのみ有効） 

プラグ&プレイに対応していない Windows NT 4.◦で本製品を使用する場 
合に、 IRQ および1/◦ポートアドレスが他のデバイスと競合しないように設定 
を変更することができます。 


プロファイルの保存 


本製品を取り付けたコンピュータを複数の無線 LAN グループで使用している 
場合、各グループごとの環境設定をプ□ファイルとして保存しておくと、環 
境に応じてプ□ファイルを変更するだけですぐに無線 LAN を利用できます。 
例えば、通常は本社で無線 LAN につないでいるが、出張で支社の無線 LAN に 
つなぐような場合、それぞれの環境の ESS ID や WEP 設定をプ□ファイルと 
して保存しておくと、プ□ファイルを選択するだけで環境を変更することが 
でぎます。 

•操作手順 _ 

必要なネットワーク設定をしたあとプ□ファイル名を入力し、 [ W ] ボタン 
をクリックします。各無線 LAN グループの環境に合わせた設定をおこない、 
複数のプ□ファイルを保存します。プ□ファイルを切り替える場合は、使用 
するプ□ファイルを選択し、必ずボタンをクリックしてください。 



• |削除 1 ボタンをクリックすると、表示されているプ□ファイルを削除し 
ます。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


WEP の設定 


無線 LAN 上でやり取りされるデータを盗聴から保護するために WEP ( Wi「ed 
Equivalent Privacy ) に基づいてデータを暗号化します。これにより、 WEP 
を設定したコンピュータだけがデータを読み取れるようにします。 


Windows XP 標準のワイヤレスネットワーク接続をご利用の場合 
Windows XP 標準のワイヤレスネットワーク接続で本製品を利用してい 
る場合は、 WEP についても Windows XP 標準の WEP 設定を利用してく 
ださい。設定方法については Windows XP に関する説明書を参照してく 
ださい。 


WEP 設定のポイント 


WEP キーには キ ー 1 〜キ _4まであり、同時に4種類のキーを登録できます。 
コンピュータ A とコンピュータ B の間で暗号化したデータをやり取りする 
場合は、お互いが同じ WEP キー番号(キー1〜キ_4のいずれか)に同じキー 
ワードを入力します。これで暗号化されたデータを正しく受信できます。 
キー番号は4つありますが、実際に使用するのはひとつだけです。 WEP を 
設定しても暗号キーの文字列が異なったり、文字列が同じでも使用する WEP 
キー番号が異なると、データのやり取りはできません。 


コンビユ- 


キ _1 0C0F5711E8 

キ _2 0C1A4B7DC3 


コンピュータ A ^ 

為))‘ 


: U ノノノ 

x "X 

いずれの設定もコンピュータ巳は 
データの やり取りができません。 

叫<-〇- >(((' 


キ ー 2 0C0F5711E8 


^ □: 

'為 


ンピュータ C 


キ ー 2 0C0F5711E8 
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キーに入力できる文字と文字数 


各キー(キー1〜キー 4) に入力できる文字は半角文字の16進数または半角英 
数字だけです。16進数とは〇〜9の数字と A 〜 F のアルファべットで構成され 
る文字列です。例えば 「0 C 2 F 91 A 27 B 」 のようになります。全角文字や 
記号は使えません。入力する文字数は16進数では64ビットなら10桁の 
文字列を、128ビットなら26桁の文字列を入力します。半角英数字では64 
ビットなら5桁の文字列を、128ビットなら13桁の文字列を入力します。 
それぞれ文字数は固定で、多くても少なくても正しく設定できません。 
※製品によって半角英数字に対応しないものがあります。 


WEP の設定手順 

本製品の設定ユーティリティで設定します。 

Q 【ネットワーク設定】タブにある [ WEP を有効にする]をオンにします。すで 
にオンの場合は、 [ WEP 設定」ボタンをクリックします。 


Web •老去み 4i 子％ 1 1 


心 _ V K 令 vv[「 5 JUt 

詳細設定 | tmm | 変更 



• オフからオンに変更した場合は〈暗号化〉画面が自動的に表示されます。 

Q [暗号化 ( WEP )] で、 WEP の種類を選択します。 



64 -Bit 

64ビットで暗号化します。40ビットの WEP と互換性のある暗号 
化です。同じ無線 LAN グループの無線 LAN アダプタおよびアクセ 
スポイントが40ビットしか対応していない場合はこちらを選択し 
ます。 

1 28 -Bit 

128ビットで暗号化します。64ビットよりも高度なセキュリティ 
を確保できます。同じ無線 LAN グループの無線 LAN アダプタおよ 
びアクセスポイントが128ビットの暗号化に対応している必要が 
あります。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


0キーの作成方法を選択します。 



キーを自動作成する 

お好みの文字を入力すると自動的にキーを作 
成します。全角/半角、英数字/漢字など自由 
に入力できます。 


半角英数字 

半角英数字 ( ASCII コード)を使用することがで 
きます。全角文字や記号は使えません。大文 
字と小文字が区別されます。 

キーを 
手入力する 

16進数 

半角文字の16進数を使用することができ 
ます。16進数とは〇〜9の数字と A 〜 F のアル 
ファべツトで構成される文字列です。例えば 
「0 C 2 F 91 A 27 B 」 のようになります。全角 
文字や記号は使えません。 


Q [キーを自動作成する]を選択した場合は、次の手順で操作します。なお、 
キーを自動作成する場合は、ここで作成されたキーを各無線 LAN 機器の 
WEP 設定で使用するキーにしてください。 

•入カスペースにお好みの文字を入力します。キー1〜キー4に自動的に16 
進数のキーが表示されます。 

1 「-女--:涵-祕 . | . J _ 1 

I 本社の -—-!-入力する| 

• 入力する文字には漢字やカナなども使用できます。 
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•使用するキーの番号を選択します。このあと手順0へ進みます。 



選択する I 


• 同じ WEP を使用する無線 LAN グループの無線 LAN 機器は、すべて同じ 
キーおよびキー番号を利用します。 


•] 籲キーの自動作成機能は、同じ文字を入力した場合でも、他製品で自動作 
注!意1 成される16進数と本製品で自動作成される16進数が必ず同一になると 
は限りませんのでご注意ください。 

•入力した文字およびキーに表示された16進数は_ポタンをクリツ 
クすると表示されなくなります。メモするなどして忘れないようにして 
ください。 


Q [キーを手入力する]を選択した場合は、使用するキー番号を選択し、そのキー 
番号に半角英数字または16進数を入力します。 



• 6小 Bit の半角英数字を選択した場合の例です。 

-すべてのキー番号にキーを入力してもかまいません。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


64- Bit 16進数の入力例 

I P キー2: ' |0EBC6A912F| 


入力するべき半角英数字または16進数は次のとおりです。 


暗号化 

半角英数字を選択した場合 

16進数を選択した場合 

64 -Bit 

半角英数字 5 文字 

1 ◦桁の 16 進数 

1 28 -Bit 

半角英数字 13 文字 

26 桁の 16 進数 


• 文字数および桁数は固定で、冬くても少なくても TF しく設定できません。 

• 半角英数字は大文字と小文字が区別されます。16進数の場合は大文字と 
小文字は区別されません。 


||入力した文字列は [OKI ポタンをクリックすると表示されなくなります。 
注 I 意 I メモするなどして忘れないようにしてください。 


0すべての設定が終われば、_ポタンをクリックします。 


r キー 3: | 

| 0K 

r キー 4: |~ 

キゃンセル| 




Q 【ネットワーク設定】タブにある [ ig ポタンをクリックします。これで 
WEP が有効になります。 


: WEP を有効する 

^ |[ 

晒媛]| ： 


:詳細設定 

初期値 

変更- 

ク u ック J 


■ これでこのコンピュータの WEP の設定は完了です。データのやり取りをする 
すべてのコンピュータおよびアクセスポイントに同じ WEP を設定をします。 
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ンクテストタブ 


【リンクテスト】タブでは、 PING テストとループバックテストが可能です。 
正常に接続できないときやメンテナンスに利用します。 



• PING テスト 

[送信先アドレス]に入力したアドレスを持つネットワーク機器に対してパ 
ケットを送信し、正常に送受信できているかをテストします。 PING が正常 
に返ってこなかったり、失敗回数が多いときは、送信先との間に何らかの問 
題があると考えられます。 

① [送信先アドレス]に相手のネットワーク機器の IP アドレスを入力します。 
その他の項目も必要に応じて設定します。 

② [□—カル IP アドレス]が複数登録されている場合はリストから選択します。 

③ | 開始/中止 | ボタンをクリックします。 

④ 返答された結果が表示されます。 

⑤ もう一度、 | 開始/中止 a ボタンをクリックするとテストを中止します。 

※1:;倉リ_ボタンをクリックするとテスト内容をクリアします。 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


•ループバックテスト 

本製品 ㊁ 接続相手のリンク状態をテストします。失敗回数が多いときは、 
アクセスポイントとの間で電波状態が悪いなど、何らかの問題があると考え 
られます。なお、接続相手として使用できる機種は、本製品以外に LD - 
WL 11/ AP ' LD - WL 1 1/ PCI 2 です。 


① [TEST 間隔]およびバケツトサイズを必要に応じて変更します。 

② [^7 中止 1 ボタンをクリツクします。 

③ 経過が表示されます。 

④ もう一度、| 開始/中止 | ボタンをクリツクするとテストを中止します。 
※ボタンをクリツクするとテスト内容をクリアします。 


AP —覧タブ 


アクティブな状態にあるすベてのアクセスポイントの状態を表示することが 
できます。なお、アクセスポイントの検索中は、ネットワークが一時的に中 
断されますので、データの送受信はできません。 


梦 


リスト中のアクセスポイントを選択するには、選択したいアクセスポイント 
のセルをクリックします。 
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# |再検索1 ボタン 

このボタンをクリックすると受信可能な状態にあるアクセスポイントをすべ 
てリスト表示します。 


♦ I 接続 ( BSS ) | ボタン 

アクセスポイントが複数ある場合、リストのアクセスポイントを選択し、こ 
のボタンをクリックすると、選択したアクセスポイントに接続するように設 
定できます。【ネットワーク設定】タブの [ BSSID ] の MAC アドレスの表示が 
選択したアクセスポイントの MAC アドレスになります。接続するアクセス 
ポイントを特定した場合などに使用します。 


癱 |接続 ( ESS ) I ボタン 

異なる ESS ID が設定された複数のアクセスポイントがある場合、リスト上 
のアクセスポイントを選択し、このボタンをクリックすることで選択したア 
クセスポイントに設定された ESS ID に設定が変更されます。【ネットワーク 
設定】タブの [ SSID ] の ESS ID の表示が選択したアクセスポイントの ESS 
〇になります。使用する無線 LAN 環境に複数の ESS ID がある場合や正確な 
ESS ID がわからない場合などに使用します。 


チヤンネル状態タブ 


チヤンネルごとの電波状態をリアルタイプで表示することができます。 



青色：最適 黄色：良好 赤色：問題あり 
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Chapter 2 標準ドライバ編 


情報タブ 


本製品および設定ユーティリティの情報を表示します。 



ユーティリティ情報 

設定ユーティリティのノ（ージョンを表示します。 

ネットワークドライバ’ 

本製品のドライバのバージョンを表示します。 

ファームウェア 

本製品のファームウエアのパージョン、本製品の 
MAC アドレス、本製品が対応する周波数ドメインを 
表示します。日本国内の周波数ドメインは 「 AR 旧」 
になります。 


78 




























Chapter 3 

M フレッツ用ドライバ編 


本製品で NTT 東日本(東日本電信電話株式会社)の 「 M フレッツ」サービスを 
利用する場合は、 M フレッツ対応ドライバと設定ユーティリティを使用しま 
す。このドライバを使用すると一般の無線 LAN 環境だけでなく、 M フレッツ 
による屋外での無線 LAN サービスを利用できるようになります。 

この Chapter では、ドライバと設定ユーティリティのインストール方法、無 
線 LAN での接続方法、設定ユーテイリテイの使い方が記載されています。 
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| 7 ドライバインストール時の注意事項| 

M フレッツ用ドライパのインス I ルを開始するきに注意が必要です。必ず 
このあとの注意事項をお読みになったうえでインス I ルしてください。 

•インス I -ールするドライバを指定してください 

本製品には M フレッツ非対応の標準ドライパと M フレッツ対応ドライバの2 
種類のドライバが用意されています。標準ドライバが自動的にインストール 
されないようにするために、必ず M フレッツ用のドライパを手動で選択して 
インス I -一 J レを実行してください。自動検索でインス I ) レすると標準ドラ 
イノ（がインス I J レされて M フレッツではご使用いただけません。 

•本製品の取り付けと CD - ROM をセットする順序について 

ご使用の 0 S および環境によっては、本製品を新しいデバイスとして認識し 
た場合、 CD - ROM ディスクをドライブにセットしただけで、自動的にインス 
I ルが始まってしまうことがあります。この状態でインス I ルを実行す 
ると M フレッツ非対応の標準ドライバがインス!ルされます。必ず、以下 
の手順でドライバのインス I ルを開始してください。 

B 本製品を PC カードスロットからはずした状態で、 Windows を起 
動します。 


0 本製品に付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。ドライ 
ブの読み込みランプが消灯するのを待ちます。 

▼ 

■ 本製品を PC カードス□ットに差し込みます。 


新しい八ードウエアを見つけたことを知らせるメッセージが表示され 
ます。 


0 S ごとのインス I ル方法の説明はこの手順で説明しています。それぞれ 
の 0 S の説明ページへ進んでください。 
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| y^tfindows XP でのセットアップ 

本製品を使用するには、はじめにドライパのインス!ルが必要です。 M フ 
レッツ用ドライバをインス I ルする場合は、必ずこのあとの説明に従って 
インス!ルしてください。インス!ルを始める前に前ページの「ドライ 
バインス I -ール時の注意事項」を必ずお読みください。 


ドライバのインス I ^ール 


Q 本製品を PC カードス□ットからはずした状態で Windows を起動します。 

Q 本製品に付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。ドライブの読み 
込みランプが消灯するのを待ちます。 


Q 本製品を pc カードスロットに差し込みます。新しい八ードウエアを見つけ 
たことを知らせるメッセージが表^^されます。 


Q 「一覧または特定の場所からインストールする」を選択し、ポタンを 
クリックします。 
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Chapter 3 M フレッツ用ドライパ編 


Q 「次の場所で最適のドライバを検索する」を選択し、「次の場所を含める」 
を選択します。このとき「リムーバブルメディア（フロッピー、 CD - ROM な 
ど)を検索」のチェックがオンになっている場合は オフにします 。 



^_ここを選択 J 
- S ここを選択| 


^認する I 


「リムーバブルメディア(フロッピー、 CD - ROM など)を検索」がオン I ; 
なっていると、間違ったドライバがインス!ルされる恐れがあります。 


Q @1] ボタンをクリックします。 



ク u ック| 
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2. Windows XP でのセツトアップ 


本製品の CD - ROM にある rmfletsj フォルダを選択し、 [OKJ ポタンをクリッ 
クします。 



^_ここを選択 j 


—[ク U ック] 


• CD - ROM ドライブは「マイコンピユータ」を開くと表示されます。 
• 直接ドライブ名とフォルダ名を入力する方法もあります。 


欠へ I ポタンをクリックします。 

選択したフォルダ名 
が表示されます。 


ク U ック I 

「 Ai「@Hawk LD - WL 1 1 /PCC Wireless PC Card (M Flet ' s )」 と表示さ 
れていることを確認し、ポタンをクリックします。ドライバのインス 
卜ールが開始されます。 

窗認する」 


^ク U ック j 

• このドライバについては、弊社にて Windows XP 上で正常に動作すること 
を検証しております。 



0〉欠の埸所を含める ( Q ): 
ID 深 mflets - 


〇検索しないで.、ィンストール拇ドラィパを逞択狗⑪ 

一跡ら.ドライパ奄遥択するには、こ财ブシヨンを逝)•ます。逞択されたドライバは、ハード0：[アに最適のも (D 



K LD - WL 1 1/ PCC には M フレッツに対応しない標準ドライバと M フレッツ 
用ドライパの2種類があります。 r(M Flet ' s ) J と表示されていることを確 
認してください。 












































































Chapter 3 M フレッツ用ドライパ‘編 


m 


しばらくすると、インストールが完了したことを知らせるメッセージが表示 
されますので、ポタンをクリックします。 



Q ] 次の手順でデバイスマネージャを表示します。 


① [スタート]メニューを開き、[マイコンピュータ]に力ーソルを合わせます。 

② マウスを右クリックし、ポップアップメニューから[プ□パティ]を選択し 
ます。 

③ 【ハードウエア】タブを選択し、| デパイスマネー ボタンをクリック 
します。 



ここを選択 j 


—[ク u ック] 
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2. Windows XP でのセツトアップ 


m 


「ネットワークアダプタ」の出をクリックし、 「 Ai「@Hawk LD - WL 1 1/ 
PCC Wireless PC Ca 「 d(M Flet ' s )」 が表示されることを確認します。 



確認する I 


他の名称が表示されたり x マークや！マークが付いているときは正常に 
インス!ルが完了していません。116ページ「こんなときは」をお読み 
ください。 

確認が終われば画面を閉じます。 


■ これで Windows XP への M フレッツ用ドライパのインストールは完了です。 
このあと本製品の設定ユーティリティを有効にするため 、 Windows XP 標 
準のワイヤレスネットワーク接続を無効にします。次の 「Windows XP の 
ワイヤレス設定を無効にする」へ進んでください。 


Windows XP のワイヤレス設定を無効にする 


本製品に付属の設定ユーテイリテイを利用できるように Windows XP の設定 
を変更します。 


Q デスクトップ画面の右下のタスクトレイにある[ワイヤレスネットワーク]ア 
イコンをクリックします。この時点では、まだ無線 LAN に接続できないため 
に x マークが付いている場合があります。 


クリック J 
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Chapter 3 M フレッツ用ドライパ‘編 


Q 〈ワイヤレスネットワークへの接続〉画面が表示されますので、 K 詳細設定 
ポタンをクリックします。 



環境によって接続可能な ESS ID が 
表示される場合があります。 


ク U ック 


0 【ワイヤレスネット】タブにある 「 Windows を使ってワイヤレスネット 
ワークの設定を構成する」のチェックボックスをオフにし、_ポタンを 
クリックします。 



E こを選択 J 


ク U ツク 


■ これで Windows XP へのドライバのインス!ルは完了です。このあとは 
103ページ「設定ユーティリティのインストール」へ進んでください。 
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| ^Windows Me でのセツトアップ ! 


本製品を使用するには、はじめにドライパのインス!ルが必要です。 M フ 
レッツ用ドライバをインス I ルする場合は、必ずこのあとの説明に従って 
インス!ルしてください。インス!ルを始める前に80ページ「ドライ 
パインストール時の注意事項」を必ずお読みください。 


Q 本製品を PC カードス□ットからはずした状態で Windows を起動します。 

Q 本製品に付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。ドライブの読み 
込みランプが消灯するのを待ちます。 

Q 本製品を pc カードスロットに差し込みます。新しい八ードウエアを見つけ 
たことを知らせるメッセージが表^^されます。 

Q 「ドライバの場所を指定する」を選択し、をクリックします。 

ここを選択| 

^ ク u ツク| 
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Chapter 3 M フレッツ用ドライパ‘編 


m 


「使用中のデバイスに最適なドライパを検索する」を選択し、「検索場所の 
指定」を選択します。このとき「リムーバブルメディア（フロッピー、 CD - 
ROM など)」のチェックポックスがオンになっている場合は オフにします 。 



&認する I 


「リムーバブルメディア(フロッピー、 CD - ROM など)」がオンになってい 
ると、間違ったドライバがインス!ルされます。 


□ 


@1] ボタンをクリ 


ックします。 


W 麵薄厕 .1 翻 


' 觀 M 織ドラ•臟示 u インストル 


ク U ツク I 



Q 本製品の CD - ROM にある rmfletsj フォルダを選択し、 [0 K ] ポタンをクリツ 
クします。 
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_直接ドライブ名とフォルダ名を入力する方法もあります。 


3. Windows Me でのセツトアップ 


〇 ポタンをクリックします。 



w 検索埸所の指定 ( u : 


|D：¥mflets 

H 翼 


|ドライバの一覧を表示し、インストール 


< mm ) I ■ 次へ > 


-選択したフォルダ名 
が表示されます。 


ク U ック I 


Q 「 Ai「@Hawk LD - WL 1 1 /PCC Wireless PC Card (M Flet ' s )」 と表示さ 
れていることを確認し、ポタンをクリックします。ドライバのインス 
卜ールが開始されます。 



^認する j 


—[ク u ック] 


|| LD-WLl 1/ PCC には M フレッツに対応しない標準ドライバと M フレッツ 
注 I 意|用ドライバの2種類があります 。 「(M Fiefs )」 と表示されていることを確 
認してください。 
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Chapter 3 M フレッツ用ドライパ‘編 


( Q しばらくすると、インストールが完了したことを知らせるメッセージが表示 
されますので、ポタンをクリックします。 



ク u ック I 


( Q コンピュータを再起動するようにメッセージが表示されます。ここでは、 
いえ I ポタンをクリックします。 



ク u ック| 


( S デスクトップ画面の[マイコンピュータ]アイコンを右クリックし、ポップ 
アップメニューの[プロパティ]を選択します。 
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3. Windows Me でのセツトアップ 


ぐンステムのプ□パティ〉画面が表示されます。【デバイスマネージャ】夕 
ブにある「ネットワークアダプタ」の@をクリックし、 「 Ai「@Hawk LD - 
WL 11 /PCC Wireless PC Ca 「 d(M Flet ' s )」 が表示されることを確認し 
ます。 



確認する I 


本製品が見あたらなかったり 、 x マー クや！ マー クが付いているときは正 
常にインス!ルが完了していません。ユーザーズマニュアルの「こんな 
ときは」をお読みください。 


Windows を再起動します。 



籲ネットワークアダプタに「ダイヤルアップアダプタ」が表示されている場 
合がありますが、これはアナログモデム/ TA 用で LAN アダプタとは関係 
ありません。 


•再起動すると、ネットワークへのログオン画面が表示されます。[ユー 
ザー名]は必ず入力します。必要であれば[パスワード]を入力します。パ 
スワードは忘れないようにしてください。 


これで Windows Me への M フレッツ用ドライバのインス I -ールは完了です。 
このあと103ページ「設定ユーティリティのインス!-ール」へ進んでくだ 
さい0 


インターネットへの接続やネットワークで共有したデータのやり取りなど 
には、ご使用の環境に合わせたネットワーク設定が必要です。40ページよ 
|り「ピア_ッ_ _ピアによるネットワーク設定」に設定例を掲載しています。 
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| ^/Vindows 


98 でのセツトアップ 


本製品を使用するには、はじめにドライパのインス!-ールが必要です。 M フ 
レッツ用ドライバをインス I ルする場合は、必ずこのあとの説明に従って 
インス!ルしてください。インス!ルを始める前に80ページ「ドライ 
パインス I -ール時の注意事項」を必ずお読みください。 


| |本製品のドライバは Windows 98に対応しますが、 M フレッツサービス 
注!意 I は Windows 98 Second Edition 以降の対応です。 


Q 本製品を PC カードス□ットからはずした状態で Windows を起動します。 


Q 本製品に付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。ドライブの読み 
込みランプが消灯するのを待ちます。 


Q 本製品を pc カードス□ットに差し込みます。ドライバを検索する画面が表 
示されますので、ポタンをクリックします。 
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4. Windows 98 でのセツトアップ 


Q 「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する」を選択し、ポタン 
をクリックします。 



ここを選択| 


—[ク U ック J 


Q 「検索場所の指定」を選択し、 [ H ] ポタンをクリックします。このとき、 
他のチェックボックスがオンになっている場合はすべて オフにします 。 





新しいドライパは、ハードドライブのドライバデ'-タベースと、次の逞択 
した場所から検索されます。検索を聞始する(こは、 D 欠ぺ]初リックし 
てください。 

「フ□ツビ-ディスクドライブ (£> T~ 上 一 


- CD-ROM ドライブ ◎ ， 


F7 検索塌腦指定 P 






^認する I 


を選択 I 



他のチェックボックスがオンになっていると、間違ったドライバがインス 
I ルされます。 
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Chapter 3 M フレッツ用ドライパ編 


Q 本製品の CD - ROM にある rmfletsj フォルダを選択し、 [ OK ] ポタンをクリツ 
クします。 



ここを選択 J 

—[ク U ック] 


_直接ドライブ名とフォルダ名を入力する方法もあります。 


Q ボタンをクリックします。 


選択したフォルダ名 
が表示されます。 


£ク|」ック1 



〇 「 Ai「@Hawk LD - WL 1 1 /PCC Wireless PC Card (M Flet ' s )」 と表示さ 
れていることを確認し、 [^1 ポタンをクリックします。ドライパのインス 
卜ールが開始されます。 


級™ aCTy 汁^ 



次のデパイス用©ドライバファイルを検索します〇 : 

Air@Hawk LD-WL11/PCC Wireless PC Card (M Fiefs) 



麟驢黯記獻&\微で獻減 

ックすると続行します。 


J 


4. Windows 98でのセツトアップ 


|| LD - WL 1 1/ PCC には M フレッツに対応しない標準ドライバと M フレッツ 
注 I 意|用ドライパの2種類があります 。 「(M Fiefs )」 と表示されていることを確 
認してください。 


Q お使いの環境によっては 、 Windows 98の CD - ROM を挿入するようにメッ 
セージが表示されます。 



ク J ック 


• CD - ROM ディスクをドライブに挿入し、 g ) Kl ポタンをクリックします。 


次のような画面が表示された場合は CD - ROM ディスクを入れたドライブの 
「 WIN 98」 フォルダを指定し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 



—[クリック] 


ドライブ/フォルダ名を指定1 


• ドライブ名のあとに必ず 「 WIN 98」 ディレクトリを指定します。 
(例) CD - ROM ドライブが D ドライブの場合(小文字でも可） 
fD:¥WIN98 



すでにインス I ルされているファイルのほうが新しい場合、そのファイル 
を上書きするか確認のメッセージが表示されます。この場合は、日付の新し 
いファイルをそのまま使用するようにしてください。 


95 








































































Chapter 3 M フレッツ用ドライパ編 

( Q しばらくすると、インストールが完了したことを知らせるメッセージが表示 


ク u ック| 



( Q コンピュータを再起動するようにメッセージが表示されます。ここでは、 


ク u ック 


( S デスクトップ画面の[マイコンピュータ]アイコンを右クリックし、ポップ 
アップメニューの[プロパティ]を選択します。 


されますので、 L 完了 I ポタンをクリックします。 
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4 . Windows 98でのセツトアップ 


ぐンステムのプ□パティ〉画面が表示されます。【デバイスマネージャ】夕 
ブにある「ネットワークアダプタ」の@をクリックし、 「 Ai「@Hawk LD - 
WL 11 /PCC Wireless PC Ca 「 d(M Flet ' s )」 が表示されることを確認し 


ます0 


デパイスマネージャ|八-ドウ I アブ□ファイル|パフォ-マンス| 


■ ?|x| 


• 種類別に表示 


へ 接続別に表示ぬ〉 


11^ ^ CD-ROM 
IHi % PCMCIA \ 
■ ■甴邊キ♦ド 

II 由" S システムデ 


PCMCIA 、ソケット 
キーボード 
システムデパイス 
由0ディスクドライブ 

日明ネットワアタブタ 


S ハ'-ドディスクコントローラ 


確認する J 


本製品が見あたらなかったり 、 x マー クや！ マー クが付いているときは正 
常にインス!ルが完了していません。ユーザーズマニュアルの「こんな 
ときは」をお読みください。 


Windows を再起動します。 



再起動すると、ネットワークへのログオン画面が表示されます。[ユ_ザ_ 
名]は必ず入力します。必要であれば[パスワード]を入力します。パスワー 
ドは忘れないようにしてください。 


これで Windows Me への M フレッツ用ドライバのインス I -ールは完了です。 
このあと103ページ「設定ユーティリティのインス!-ール」へ進んでくだ 
さい0 




インターネットへの接続やネットワークで共有したデータのやり取りなど 
には、ご使用の環境に合わせたネットワーク設定が必要です。40ページよ 
り「ピア_ッ_ • ピアによるネットワーク設定」に設定例を掲載しています。 
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| ^/Vindows 2000 でのセツトアツプ 


本製品を使用するには、はじめにドライパのインス!-ールが必要です。 M フ 
レッツ用ドライバをインス I ルする場合は、必ずこのあとの説明に従って 
インス!ルしてください。インス!ルを始める前に80ページ「ドライ 
パインス I -ール時の注意事項」を必ずお読みください。 


Q 本製品を PC カードス□ットからはずした状態で Windows を起動します。 


Q 本製品に付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。ドライブの読み 
込みランプが消灯するのを待ちます。 


Q 本製品を pc カードス□ットに差し込みます。新しい八ードウエアを見つけ 
たことを知らせるメッセージが表^^されます。 


Q ポタンをクリックします。 



ク u ック| 
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5. Windows 2000でのセツトアップ 


Q 「デバイスに最適なドライバを検索する」を選択し、ボタンをクリツ 
クします。 



E こを選択 I 


—[ク u ック J 


0 「場所を指定」を選択し、ポタンをクリックします。このとき、他の 
チェックポックスがオンになっている場合はすべて オフにします 。 


ドラィバファィル®特定 RS 81 

ド^ 1 パファィルをどこで検索しますか？ 

A 

)欠のハードウ: E アデパイスのドライパファイルの検索： 

-z. 1 

^ ELECOM Air@Hawk/LD-WL11 /PCC 

こ虹- シピ：1ータ上①ドライパデ'^ベースおよび指定の検索場所から適切なドライパを検索しま•す 0 

m を P 為始するには、 D 欠へ]的リックしてください。フ□ッビーディスクまたは CD-ROM ドライブで•検索して 
い幻哈は、フ□タピ〜ディスクまたは CD を揮入してからはへ]を如妁してください。 

穿 ‘ 卿のォブション： 

■ r I □タピ-ディスクドライブ必 
_「 'ID-R0M ドラィブ ◎ 

| 9 O J 

こを選択 J 

— 〇 

厂 Mirrncnft Winrlnwne 1 Iprfflfpfftfl) J 

< 戻る⑻ |次へ妙> ~~ !- 

- ^クリック J 


• 他のチェックボックスがオンになっていると、間違ったドライバがインス 
卜ールされます。 
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Chapter 3 M フレッツ用ドライパ‘編 


Q ドライバ情報ファイルの場所を指定します。 CD - ROM を入れたドライブの 
rmfletsj ディレクトリ（フォルダ)を指定します。 

^ク U ツク| 


4_入力する j 


Q 深爾》错致ディ; 


r スクを指定したドライブに挿入 


製适元のファイル (D コビー元ぬ)： 


(例) CD - ROM ディスクの入ったドライブが D ドライブの場合 

LD:¥mflets I大文字/小文字どちらでもかまいません。 


• I 参照1 ボタンから選択する場合は rmfletsj ディレクトリの 「 prismnic . 
inf 」 を選択してください。 


□ 


見つかったドライバ名に 「 mflets ¥ p 「 ismnic . inf 」 と表示されていれば、 


巧欠へ I ポタンをクリックします。 



ハードウェアデバイスのドライバファイル検索が終了しました。 






|? ：イスのドライパが見つかりました。このドライパ奄インスト'-ルするには、 D 欠へ]初リックしてくださ 


[[確認する J 



リック I 
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5. Windows 2000でのセツトアップ 


m 


「デジタル署名が見つかりませんでした」と表示されます。ドライバ名に 
「 Ai「@Hawk LD - WL 1 1 /PCC Wireless PC Ca 「 d(M Flet ' s )」 と表示さ 
れていることを確認し、ボタンをクリックします。 





龄識纖祕織す，上でテスト 

“茲?ぇ泡と線^?卜怨も 1 S 


»k LD-WL11/PCC Wireless P 


を参照し、利用で柳フト 


インストルを続行しますか？ 


"A 

5- -^ 


確認する J 
乂ク_」ック ~j 


-インス!-ールを続行します。 


| LD - WL 1 1 /PCC には M フレッツに対応しない標準ドライバと M フレッツ 
注 I 意1用ドライパの2種類があります。 r(M Flet ' s)J と表示されていることを確 
認してください。 


m 


「新しい八ードウエアの検索ウイザードの完了」と表示されますので、 
[完了 I ポタンをクリックします。 
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Chapter 3 M フレッツ用ドライパ‘編 


(Q デスクトップ画面の[マイコンピュータ]アイコンを右クリックし、ポップ 
アップメニューの[プロパティ]を選択します。 


(3 【ハードウェア】タブの| デパイスマネー ポタンをクリックします。「ネッ 
トワークアダプタ」のをクリックし、 「Ai「@Hawk LD-WL1 1/PCC 
Wireless PC Ca「d(M Flet's)」 が表示されることを確認します。 


1 棟作⑻表示祕 j —— 安 H0 | if 3J 


由 ^ DVD / CD - R 0 M ドライブ 

甶 © IDE ATA/ATAR コントローラ 

田 % PCMCIA アダプタ 

由-. 令 USB (Universal Serial Bus ) 卜 D w ラ 

由錄キーボード 

$ M コンビュ4 

由ンド、ビデオ、およびゲームエ/卜□う 
由" S システムデバイス 

Eia ディスクドライブ 

Q S TZA . 加_ 

: 6 籲ネッ トワァタ为 

fl@ Air@Hawk LD - WL 11 /PCC Wireless PC Card (M Flet ' s ) ， 

lyTD-r - ■ 

- 確認する j 


■ これで Windows 2000への M フレッツ用ドライバのインス!ルは完了で 
す。このあと103ページ「設定ユーティリティのインストール」へ進んでく 
ださい。 



インターネットへの接続やネットワークで共有したデータのやり取りなど 
には、ご使用の環境に合わせたネットワーク設定が必要です。50ページよ 
り 、 Windows 2000でのネットワーク設定例を掲載しています。 
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|虎 定ユーテイリテイのインスト 7 ル f 

本製品を M フレッツで使用するには M フレッツ用の設定ユーテイリテイを 
インス!ルする必要があります。なお、説明の画面には Windows XP を使 
用していますが他の 0 S でも手順は同じです。 


Q 付属の CD-ROM ディスクをドライブに入れます。 


Q マイコンピュータなどを使って CD-ROM ディスクの内容 
を表示します。 「mflets」 フォルダにある 「p「ism_Fo「 
Windows(.exe) をダブルクリックします。 


灰 

Prism_ForWind 

ows.exe 


• インストーラが起動します。 




〈PRISM Wireless LAN Driver for windows-Welcome) 画面が表示さ 
れますので、 [Continue Iポタンをクリックします0 



□ 



103 

















































Chapter 3 M フレッツ用ドライパ‘編 


m 


〈Software License Agreement) 画面が表示されます。 Jes Iポタンを 
クリックします。 


閑 


Please read the foli( 
key to see the rest 


' 7 ^ 


he agreement. 
INTERSIL CORPORATIC 


三 ND USER LICENSE AGREEMENT FOI 
PRISM Wireless LAN Software 

NOTICE TO USER： INTERSIL CORPORATION IS WILLING TO ENTER INTO A 
LICENSE ONLY UPON THE CONDITION THAT YOU ACCEPT ALL OF THE TERMS 
CONTAINED IN THIS LICENSE AGREEMENT. BY OPENNING THE SOFTWARE THIS 
ACKNOWLEDGES YOUR ACCEPTANCE OF ALL THE TERMS AND CONDITIONS OF THIS 
AGREEMENT. 

This IntersiI Corporation ("INTERSI じ） Single user license agreement 
(the # AGREEMENT") is a legal agreement between you ("CUSTOMER"), a 
single entity, and INTERSIL (the "PARTIES") for the INTERSIL software 
product identified above, which includes computer software, firmware, 
associated media, printed materials, any upgrades, and online or v 

Do you accept alI the terms of the preceding License Agreement? If you 
choose No, Setup will close. To install PRISM Wireless LAN for Windows, 
you must accept this agreement. 


ク U ック ■ 


□ 


〈Setup Complete) 画面が表示されれば、 | Finish] ボタンをクリックし 
ます。 








want below. 


ク U ック I 


アンインストールするときは 

[スタート]—[コント□-ルパネル]—[プログラムの追加と削除]で 「Intersil 
‘ PRISM Wireless LAN for Windows 」 を選択し、[変更と削除]を実行し 
■ます。 
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無線 LAN に接続する 




無線 LAN が使用できるように設定ユーティリティの基本的な項目を設定し 
ます。 


接続作業の前に 


•Network Name(ESS ID) の設定について 

本製品は Network Name(ESS ID ) が 「 ANY 」 の状態で出荷されています。 
この場合はご使用になっている無線 LAN グループの ESS ID に関係なく、近 
接の無線 LAN に自動的に接続することができます。ただし、近接する場所に 
複数の無線 LAN がある場合、間違った接続先につながる可能性がありますの 
で、無線 LAN での接続を確認できたあとは ESS ID をご使用になっている無 
線 LAN グループの ESS ID に変更することをお勧めします。 

•本製品からアクセスポイントを設定する場合 

本製品から無線 LAN を使ってアクセスポイントのユーティリティを設定する 
場合は、本製品の設定ユーティリティの設定を初期値のままにしてアクセス 
ポイントに接続してください。アクセスポイントの ESS ID などを設定する 
前に本製品の ESS ID を変更してしまうとアクセスポイントに接続できなく 
なります。先に変更してしまった場合は 【 Configuration 】 タブの 
[Defaults! ボタンで初期値に戻してください。 


無線 LAN の基本設定 


無線 LAN には2つの通信モードがあります。ご使用になる環境がどちらの通 
信モードになるかを確認してから操作手順をお読みください。 


インフラストラクチヤ- 
モード 

無線 LAN のアクセスポイントまたは無線ルータを経 
由してデータのやり取りをします。 

アドホック • モード 

アクセスポイント等を使用せず、無線 LAN アダプタ 
を取り付けたパソコン同士が直接データのやり取り 
をします。 


105 








































Chapter 3 M フレッツ用ドライパ‘編 


Q タスクトレイにある設定ユーティリティアイコンをダブルクリックします。 


丄 

ユ—丁イリアイアイコン 



1 クリック J 



• 〈設定ユーティリティ〉画面が表示されます。 

• 無線 LAN に接続できていない状態ではアイコンは赤く表示されます。 


Q【Configuration】 タブを選択します。 



0 [Network Name] に ESS ID を入力します。 


i Erofile Name: [Default 

斗 


；Network Name: jelecom ^ - 

1 : 

— 入力する j 


• インフラストラクチヤ • モードの場合は、アクセスポイントで設定した 
ESS ID を入力します。 

• アドホック • モードの場合は、半角英数字の ESS ID を決めて入力します。 
同じ無線 LAN グループで使用する無線 LAN アダプタには、ここで設定した 
ESS ID を同じように入力してください。 

•画面は例として 「 elecom 」 と入力した場合です。 



Profile Name について 

本製品を取り付けたコンピュータを複数の接続環境で使用している場合、接 
続環境ごとの設定をプ□ファイルとして保存しておくと、環境に応じてプロ 
ファイルを変更するだけですぐに無線 LAN を利用できます。環境がかわる 
たびに設定内容をひとつひとつ変更する必要がなくなります。 
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7 . 無線 LAN に接続する 


Wi アドホック•モードの場合は、 [Network Type] で 「Peer-to-Peer」 を選 
択し、 [Peer-to-Peer Channel] で使用するチャンネルを選択します。イン 
フラストラクチャ • モードではそのまま手順0へ進みます。 


N etwork lype: |Peer-to-Pee 




Peer-lo-Peer Channel: [8 —s - 


^択する J 


択する J 


Q これで無線 LAN の基本的な設定は終わります。_ポタンをクリックし 
ます。 

. rr . 


Power Save Enabled T 

Transmit Rale: | Fully Automatic 





0 [Status] タブを選択します。青いインジケータが右の方向へ表示されて 
いれば無線 LAN で正常に接続されています。 



正常に接続できている 
場合は、青いインジケータ 
が表示されます。 


| |無線 LAN が正しく設定されていても、各コンピュータのネットワーク 
注!意 I 設定やインターネットへ接続する設定が終わっていないと相手の共有フォ 
ルダに接続したり、インターネットに接続することはできません。必要な 
設定をおこなってください。標準ドライパ編で OS ごとのネットワーク設 
定例が説明されていますので参照してください。 
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Ifl 各 


タブの 1 」フアレンス 
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Status タブ 


【 Status 】 タブには現在の通信状況が表示されます。また、電波の送受信 
を一時停止するボタンがあります。_ 

Status | Configuration | Encryption | About | 

inteisil. 

PRISI^J> 


State: 

Current Tx Rate: 「1 1 Mbits/sec 
Current Channel: \s~ 

Throughput (bytes/sec): Tx: |0 

Link Quality: Excellent (100^) 

Signal Strength: Excellent (86^) 


[Disable Radio 


J 


0 K | キゃンセル| 


State 

現在の接続状況を表示します。接続先が見あたらない場 
合 「 Scanning 」 と表示されます。接続先がアクセスボイ 
ントの場合は相手の MAC アドレスが表示されます。 

Current Channel 

現在の接続チヤンネリレを表示します。 

Throughput 

1秒間に送受信されるデータ量をバイト単位で表示し 
ます。 

Link Quality 

Signal Strength 

現在の接続状態と信号強度をパーセントとインジケータ 
で表示します。パーセントが高いほど良好です。 


•ポタンの機能 

Disable Radio 

本製品から電波を発信することを一時停止します。必要 
のないときに、一時停止することでバッテリーを節電し、 
不正アクセスを防ぎます。もう一度クリック（表示は 
Enable Radio ) すると再開します。 

Rescan 

再スキャンして情報を更新します。 
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a 各タブのリファレンス 


Configuration タブ 


無線 LAN を使用するのに必要な環境を設定します。設定を変更した場合は、 
必ず [ mm ] ボタンまたは_ポタンをクリックしてください。 





Profile Name について 

本製品を取り付けたコンピュータを複数の無線 LAN グループで使用してい 
る場合、グループごとの環境設定をプ□ファイルとして保存しておくと、環 
境に応じてプ□ファイルを変更するだけですぐに無線 LAN を利用できます。 
環境がかわるたびに設定内容をひとつひとつ変更する必要はありません。 


Profile Name 

ご使用になる無線 LAN グループの環境設定を保存するため 
の名称を入力します。 

Network Name 

ESS ID を指定します。初期値は 「 ANY 」 で、接続先の 
ESS ID に関係なく接続することができます。動作確認後 
はご使用になる無線 LAN グループの ESS ID に設定を変更 
することをお勧めします。入力できる文字は半角英数字 
32文字までです。大文字と小文字が区別されます。 

Network Type 

通信モードを指定します。インフラストラクチャ•モード 
の場合は 「Access Point 」 を選択します。アドホック • 
モードの場合は 「 Peer - to - Peer 」 を選択します。アドホ 
ツク • モードの場合はさらに、 [ Peer - to-Peer Channel ] 

で使用するチャンネルを指定します。 
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Chapter 3 M フレッツ用ドライパ‘編 


Power Save 
Enabled 

本製品を省電カモードで使用するとコンピュータ本体の消 
費電力を抑えることができます。コンピュータ本体が省電 
カモードに対応している場合にチェックボックスをオンに 
します。コンピュータ本体が省電カモードに対応していな 
い場合はオフにしてください。間違った設定をすると認識 
されないなどの問題が発生する恐れがあります。 

Transmit Rate 

通常は 「Fully Automatic 」 に設定しておくと、信号強度 
に合わせて自動的に伝送速度を調整します。信号強度が高 
い場合は高速に、弱い場合は低速になります。通信距離よ 
りも通信速度を有線したい場合などは速度を固定すること 
もできます。速度を固定した場合は、通信速度が維持でき 
ないほど信号強度が低下すると通信できなくなります。 


Encryption タブ (WEP の設定 ) 


無線 LAN 上でやり取りされるデータを盗聴から保護するために WEP(Wi「ed 
Equivalent Privacy) に基づいてデータを暗号化します。これにより、 WEP 
を設定したコンピュータだけがデータを読み取れるようにします。 


Q【Encryption】 タブを選択します。 

Q「Encryption」 で WEP の種類(ビット数)を選択します。 

: Encryption (WEP security): ^ -1 選択する J 


64bit 

64ビットで暗号化します。40ビットの WEP と互換性のある暗号 
化です。同じ無線 LAN グループの無線 LAN アダプタおよびアクセ 
スポイントが40ビットしか対応していない場合はこちらを選択し 
ます。 

128 bit 

128ビットで暗号化します。64ビットよりも高度なセキュリティ 
を確保できます。同じ無線 LAN グループの無線 LAN アダプタおよ 
びアクセスポイントが128ビットの暗号化に対応している必要が 
あります。 


a 各タブのリファレンス 


「Create Keys Manually」 を選択し、キーの形式を選択します0 


(• Create Keys Manually: - 

け Alphanumeric: 5 characters - 
C Hexadecimal:10 characters (0-9, A-F) 


j ここを選択 J 


9 どちらかを選択 | 


•キーの形式 

Alphanumeric 5 
characters 

半角英数字 ( ASCII コード)を使用することができます。 
全角文字や記号は使えません。大文字と小文字が区別さ 
れます。 

Hexadecimal 10 
Characters 

半角文字の16進数を使用することができます。16進数 
とは〇〜9の数字と A 〜 F のアルフアベツトで構成される 
文字列です。例えば 「0 C 2 F 91 A 27 巳」のようになりま 
す。全角文字や記号は使えません。 



Create Keys with Passphrase について 

同じ無線 LAN ネットワークで本製品だけを使用する場合は、こちらを選択 
してパスワードを入力するだけでも WEP を使用できます。 


Q 使用するキー番号を指定し、そのキー番号にキーを入力します。 

64bit で Alphanumeric 5 characters の場合 


Keyl： | 

Use WEP Key: 

Key 2: |akiba| 

卜 -d 

Key 3: | 


Key 4: | 



64bit で Hexadecimal 10 Characters で Key 2に入力した例 

j Key 2: [0ebcGa91 2() ^ 
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Chapter 3 M フレッツ用ドライパ‘編 


入力するべき半角英数字または16進数は次のとおりです。 



半角英数字を選択した場合 

16進数を選択した場合 

40 bit /64 bit 

半角英数字5文字 

10文字の16進数 

1 28 bit 

半角英数字13文字 

26文字の16進数 


• 文字数お よび桁数は固定で、多くても_少なくても正しぐ設定できません。 



使用する暗号キーのキー番号を選択します。同じ無線 LAN グループの無線 
LAN 機器(無線ルータ/アクセスポイント/無線 LAN アダプタなど)は、すべ 
て同じキー番号を使用するように設定してください。 


| ] 入力した文字列は I 適用]および [0 K ] ポタンをクリックすると表示され 
注 I 意 I なくなります。メモするなどして忘れないようにしてください。 


Q すべての設定が終われば、 [mm] または 

万幻ボタンをクリックします。 


Key 4: | 

C Create Keys with Passphrase 

Passphrase: I | 

1 OK -M — ャ -r: セ， !~~~ 

- ク IJ ック j 


• I 0 K |ボタンをクリックした場合は画面が閉じます。 


■ これでこのコンピュータの WEP の設定は完了です。データのやり取りをする 
すべてのコンピュータおよびアクセスポイントに同じ WEP を設定をします。 
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8. 各タブのリファレンス 


About タブ 


本製品のドライバ、設定ユーティリティ、ファームウエアのバージョンを表 
示します。各種アップデートの参考になります。 
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Chapter 4 

付録編 


本製品が正常に動作しないときの対処方法やサボートサービス、基本仕様に 
ついて説明しています。 






無線 LAN 関係のトラプル 


•無線 LAN がつながらない。 

① 本製品のドライバは正常に動作していますか。デバイスマネージャで本製 
品が正常に動作していることを確認してください。標準ドライバの場合は 
「 Ai「@Hawk Laneed LD - WL 1 1 /PCC Wireless PC Card 」、 M フレツ 
ツ用ドライバの場合は 「 Ai「@Hawk Laneed LD - WL 1 1 /PCC Wireless 
PC Card (M Ret ' s )」 と表示されます。ドライバ名が見つからない場合 
や x や!マークが付いている場合は正常に動作していません。各 0 S のドラ 
イバインストールの説明の最後に確認方法を説明していますので参照して 
ください。 X や!マークが付いていたり、ネットワークアダプタ以外の場所 
に本製品が登録されている場合は、デバイスマネージャ上で本製品を選択 
し、削除してください。再起動後、もう一度ドライパのインス!ルをや 
り直してください。 

② 通信モードを正しく設定していますか。設定ユーティリティのインフラス 
トラクチャ • モードかアドホック • モードかご使用にある通信モードが正 
しく設定されているかを確認してください。無線 LAN アダプタだけで通信 
する場合はアドホック • モードを選択し、アクセスポイント(無線ルータ） 
経由で通信する場合はインフラストラクチャ • モードを選択します。 

③ ネットワーク設定で、実際のネットワーク環境に応じたプ□トコル、サー 
ビスなどの設定をしていますか。プ□トコル ( TCP / IP など)、クライアン 
卜 （Microsoft Network クライアントなど）、サービス （Microsoft 
Network 共有サービスなど)を環境に応じて設定する必要があります。ま 
た 、 Windows 200◦などではユーザーアカウントや共有フォルダのアク 
セス権の設定など、各種セキュリテイの設定が必要な場合があります。 
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④ ルータなどの DHCP サーバ機能を使用せずにインターネットプロトコル 
「 TCP / IP 」を利用する場合は、各パソコンに手動で IP アドレスを割り当て 
る必要があります。詳しくは Windows XP 岭28ページ 、 Windows 
Me /98 岭42ページの 「 MEMO 」 を参照してください 。 Windows 
2〇〇0は50ページ「ネットワークの設定例」を参考にしてください。 

例としては IP アドレスを1 92.1 68.1.1 1から順に「11」の部分を 
12,13,14•••と変えて各パソコンに割り当てます。 n 92.168.1」の部 
分は固定です。サブネットマスクは「255.255.255.0」を割り当てます。 
サブネットマスクは各パソコンとも同じ数値を入力します。既存のネット 
ワークと接続する場合は、使用中の環境に合わせます。 

※〇パ丁ソインターネットなどでは、回線事業者から IP アドレスを指定される場合が 
あります。その場合は指示に従ってください。 

⑤ 本製品の ESS ID とアクセスポイントなどの接続相手の ESS ID が異なる 
と、接続することができません。本製品の設定ユーティリティで確認して 
ください。 

⑥ WEP 設定やアクセスポイントの MAC アドレスフィルタリング設定は正し 
いですか。 WEP 設定は、データをやり取りするすべてのコンピュータで 
同じ暗号キーを使用する必要があります。また、 MAC アドレスフィルタ 
リングを設定していると、設定条件によっては無線 LAN に接続できない場 
合があります。 

⑦ Windows XP で標準ドライバを使用する場合、 0 S 標準のワイヤレスネッ 
トワーク接続を使用するときは、設定ユーティリティをインストールしな 
いでください。すでにインス!ル済みの場合は、[スタート]—[すべての 
プ□グラム ] —[Laneed Ai 「@ Hawk ] のアンインス I -ールプ□グラムを実行 
してください。 

⑧ Windows XP の場合、 0 S 標準のワイヤレスネットワーク接続が有効に 
なっていませんか。標準ドライパで 0 S 標準のワイヤレスネットワーク接 
続を使用する場合以外は、24ページの説明を参照して 0 S 標準の機能を才 
フにしてください。 
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⑨標準ドライバで Windows NT 4.◦をご使用の場合は、 IRQ および I / O ポー 
トアドレスが他のデバイスと競合していないか確認してください。競合し 
ている場合は設定ユーテイリテイで競合しないように設定を変更してくだ 
さい 0 


•データの転送速度が遅い。 

設定ユーティリティの伝送速度を 「 Auto 」 に設定している場合、接続先の 
アクセスポイント ( Ad - Hoc モードではコンピュータ)との距離が離れていた 
り、障害物があると自動的に伝送速度を遅くします。設定ユーティリティの 
信号レベルと電波状態を確認してください。なお、伝送速度を固定すると、 
指定した速度では電波が届かない場合は、電波が途切れてデータが送れなく 
なります。 


共通のトラプル 


•Connection ランプ点灯しない、点滅している0 

① 点灯していない場合は、 PC 力ードス□ットにしっかり差し込まれている 
か確認してください。また、本製品が正常に認識されているかデバイスマ 
ネージャなどで本製品のプ□パティを開き、状態を確認してください。デ 
バイスマネージャによるチェック方法は、各 0 S のドライバインス!ル 
の説明の最後に確認方法を説明していますので参照してください。 

② 点滅している場合は、接続相手が見つからない状態です。接続相手のアク 
セスポイント等の電源が入っているかを確認してください。 
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•インターネットに接続できない。 


① TCP / IP プロトコルが設定されているかを確認してください。〈ネットワー 
ク〉画面で TCP / IP プ□トコルが設定されているかを調べてください。見 
あたらない場合は、 TCP / IP プロトコルを追加してください。 

② DHCP サーバ機能を使用していない場合は、 IP アドレスを手動で割り付け 
てください。 TCP / IP のプ□パテイにある 【 IP アドレス】タブで設定しま 
す。詳しくは Windows XP 岭28ベージ 、 Windows Me /98 岭42ぺージ 
の 「 MEMO 」 を参照してください 。 Windows 2000は50ぺージ「ネッ 
トワークの設定例」を参考にしてください。 

③ TCP / IP プロトコルの設定が正しいかを確認してください。プ□バイダに 
よって、 IP アドレスを自動取得する場合と固定 IP アドレスを指定する場合 
があります。プ□バイダから提供されるマニュアルで確認の上、正しい設 
定をおこなってください。 

④ プ□バイダから提供された情報をすべて設定しているかを確認してくださ 
し、 IP アドレス以外にも、識別情報の指定などが必要なことがあります。 
プ□バイダから提供されるマニュアルで確認の上、正しい設定をおこなつ 
てください。 


•本製品の設定は正常に終了したが、ネットワークコンピュータを開くと 
「ネットワークを参照できません。」というエラーが表示される。 

正常にネットワークの設定ができていない可能性があります。もう一度、本 
製品の設定を確認し、 0 S 側が本製品を正常に認識しているか調べてくださ 
い。各 0 S のドライバインス I ルの説明の最後に確認方法を説明していま 
すので参照してください。 
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Windows Me /98 環境でのトラプル 


•Windows 98で本製品の設定をおこなった場合に CD-ROM を要求されて 
しまう。 

ネットワークの設定に必要なファイルは、弊社提供のドライバの他に 
Windows 98側で提供されるファイルも含まれています。このような場合は、 
表示されるメッセージに従って 、 Windows 98の CD - ROM をドライブに 
セットし、そのドライブの 「 WIN 98」 ディレクトリをパスとして指定して 
ください。 

例： CD - ROM ドライブが D ドライブの場合— D :¥ WIN 98 

※湖加〇西日98プリインス!ル(最初からインス!ルしてある)の機種に関して 
はパスの指定を c :¥ Windows ¥ Options ¥ Cabs に変更してください。インス 
I ルできない場合は、コンピュータ本体のメーカーにおたずねください。 


•Windows Me/98 でネットワークに接続したが、ファイルやプリンタの 
共有ができない。 

ネットワークには接続できて相手側へ入れるようになったが、相手側のドラ 
イブやプリンタを使用できないときは次の点を確認してください。 

① [ネットワークコンピュータ] — [プ□パティ]—「ネットワーク構成の一覧」 
に 「 Microsoft ネットワーク共有サービス」が組み込まれているかを確認 
してください。 

組み込まれていない場合は[ファイルとプリンタの共有]のチェックボック 
スを有効にして_ポタンをクリックしてください。 

② 共有したいフォルダやプリンタに共有設定をおこなっているかを確認して 
ください。共有の方法は次のようにしてください。 

• 共有したいフォルダやプリンタのアイコンを右クリックしてメニューを 
表 7 JT します0 

•共有という項目を選択し、「共有しない」になっている設定を「共有す 
る」に変更して_ボタンをクリックしてください。 
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Windows 2000環境でのトラプル 


•ネットワーク設定ができない。 

Administrator 権限で□グオンしていますか。ネットワークの各種設定には 
Ad m i n i st 「 ato 「権限がないと設定できない項目があります。 

•利用者が Windows 2000をインスIルしたコンピュータにアクセスで 
きない0 

① 利用者が、アクセスを許可するユーザとして登録されていますか。このマ 
ニュアルの55ページを読んで登録されているか確認してください。 

② 利用者が共有フォルダにアクセスできるように設定していますか。また、 
アクセス内容を正しく設定していますか。 NTFS フォーマットの八ード 
ディスクの場合は、さらにセキュリティ設定でも利用者を登録しておく必 
要があります。 


Windows NT 4.0 環境でのトラプル 


•本製品が正常に動作していない。 

Windows NT 4.0 はプラグ&プレイに対応していません。 IRQ や l /〇ポート 
アドレスなどの設定が競合する場合は、手動で競合しないように設定してく 
ださい。本製品の設定ユーティリティの【ネットワーク設定】タブにある[詳 
細設定]で旧 Q と I / O ポートアドレスを変更できます。 
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本製品の IP アドレスを知りたいとき 


A . Windows XP / 2000の場合 

コマンドプロンプトを表示し、 fipconfigj を実行してください。 


(例 ) Windows XP での実行方法 

①[スタート]—[すべてのプ□グラム]—[アクセサリ] — [コマンドプ□ンプト] 


を選択します。 


② 「>」の後ろで力ーソルが点滅しますので、キーボードから 「 ipconfig 」 
と入力し、聲一を押します。 

③ IP アドレス等が表示されます。 


C:¥Documents and SettingsVuse 「> ipconfis 
Windows IP Configurat ion 


Ethernet adapter ローカルエリア接続： 

Connection-specific DNS Suffi> 
IP Address. 


WorkGroup 
192.168 .1.16 
255.255 .255.0 
192.168 .1.254 


B . Windows Me /98 の場合 

① [スタート]メニューから[ファイル名を指定して実行]を選択します。 

② 「名前」に 「 winipcfg 」 と入力し、 1 0 K | ボタンをクリックします。 

③ < IP 設定〉画面が表示されます。終了するときは、画面右上の 21] をクリッ 
クします。 



•もし、 IP アドレス、サブネットマスクなどが正常に取得できていないよう 
であれば、| すべて書き換^ H ボタンをクリックします。 

• IP アドレス自体が取得できない場合は、クライアントが正常にネットワー 
クに接続されていないか、本製品の DHCP サーバ機能が「使用しない」に 
設定されているなどが原因として考えられます。 
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阪： 06-6455-6000 
岡： 092-482-6000 
台： 022-268-6000 


電話番号 

東京： 03-3940-6000 
名古屋： 052-453-6000 
札幌：〇1卜21〇-6〇0〇 
広島： 082-223-6000 


籲修理の依頼 

本製品が故障した場合には、故障した製品と保証書に、故障状況を記入した 
ものを添えてご連絡ください。 

保証期間内 

まずは、上記のラニード • サボートセンターまで電話または FAX でご連絡く 
ださい。 


|サポー 


トサービスについて 




ラニー ド製品のサボートサービスについては、下記の ラニ _ド • サボート 
センターへお電話または FAX でご連絡ください。サボート情報、製品情報に 
関しては、 FAX 情報、インターネットでも提供しております。なお、サボー 
トサービスを受けるためには、必ずユーザ登録をおこなってください。 

•ラニード•サポートセンター 


TEL: 03-3444-5571 


FAX : 03-3444-8205 


受付時間：月〜金曜日9:00〜12:00 13:00〜18:00 
(夏期•年末年始特定休業日、祝祭日は除きます） 

※ド众乂による受信は24時間おこなっております。 

•インターネット 

http :// www . elecom . co.jp 

• FAX 情報 サービス 

最寄りのサービス情報 BOX センターにお電話ください。 

ガイダンスに従って取り出したい情報の BOX 番号を指示してください。 


メインメニュー BOX 番号(提供している情報の一覧が FAX されます） 

二 j 固回回回回回 


大福仙 
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保証期間外 

東京都八王子市子安町 3-5-2 セキエレクト□ニクス株式会社内 
エレコム修理センター 

電話番号 0426 -31-0271 FAX 番号0426 -31-0272 
受付時間月曜日〜金曜日9:0◦〜12:0013:00〜17:00 

(ただし、祝祭日および夏期 • 年末年始特定休業日は除く） 
※ドムスによる受信は24時間おこなっております。 


•サボートセンターへお電話される前に 

サボートセンターにお電話される前に次の事項を確認してください。 

• このマニュアルの116ページ「こんなときは」をお読みになりましたか。 
まだ、お読みでない場合は、お電話の前にお読みください。 

• システムを起動できる場合は、起動した状態でお電話ください。 

-異常のある製品を取り付けたコンピュータの前から会話が可能な場合は、 
コンピュータの前からお電話をおかけください。実際に操作しながらチェッ 
クできますので、解決しやすくなります。 


FAX を送られる場合は、付属の別紙「トラブルシート」に、できるだけ詳 
しい内容をご記入ください。 

次のことをお調べください。 


•ネットワーク構成 

使用しているネットワークアダプタ： 

使用している 0 S : 

使用しているコンピュータ本体(メーカーおよび型番)： 

ネットワークを構成するコンピュータの台数と 0 S の構成： 

ネットワークを構成するその他の関連機器 ( HUB 、 ルータ等）： 

• 具体的な現象について 

具体的な現象： 

事前にお客様が試みられた事項(あればお伝えください)： 
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基本仕様 


商品名 

11 Mbps 無線 LAN PC 力ード 

製品型番 

LD - WL 1 1 /PCC 

規格 

IEEE 802.11 / IEEE 802.11 b/ARIB STD - T 66/ 

STD -33 

周波数帯域 

2_412〜2_4835 GHz 

チヤンネル数 

14 チヤンネル 

伝送方式 

DS-SS (直接スぺクトラム拡散)方式 

伝送速度 

11 Mbps , 5.5 Mbps , 2 Mbps , 1 Mbps 

伝送距離 

11 Mbps :屋内約 60 m / 屋外約1 30 m 

5.5 Mbps :屋内約1001 n /屋外約200 m 

1 Mbps および 2 Mbps :屋内約1 35 m /屋外約 270 m 

インターフェイス 

PCMCIA TypeE 

セキュリティ 

ESS ID , WEP 64 ビット (40 ビット互換)/ 1 28ビット 

消費電力 

0.75 W 5 V /150 mA 

動作温度 

〇〜 6 CTC 

動作湿度 

20〜95%(結露なきこと） 

対応機種 

PC / AT 互換機 ( D 0 S / V マシン)および NEC PC 98- NX シ 
リーズで PCMCIA Type n の PC 力ードス□ットを持つ機 
種(自作機は除く） 

対応 0 S 

Windows XP , Windows Me , Windows 98, 

Windows 2000, Windows NT 4.0 ( M フレッツ用ドライ 
パは非対応) 

付属品 

CD - ROM ディスク （1 枚)、ユーザーズマニュアル、 

ユーザ登録カード、保証書 


無線 LAN PC 力ード 
LD - WL 1 1 /PCC 
ユーザーズマニュアル 
発行エレコム株式会社 
2002年7月23日第4版 
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